
（ 1 ）

「
第
九
の
お
き
て
」

「
他
人
の
妻
を
願
い
求
め
て
は
な
り
ま
せ（
一
）

ん
。」

 

第
六
の
お
き
て
は
人
が
邪
で
淫
ら
な
こ
と
を
行
な
う
こ
と
を
禁
じ
て
い

ま（
二
）

す
。
こ
の
こ
と
は
当
然
、
邪
な
思
い
も
ま
た
気
を
つ
け
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
こ
と
な
の
で（
三
）

す
！  

し
か
し
、
第
六
の
お
き
て
で
は
願
望
や
欲
求

の
生
ず
る
根
源
の
場
所
に
つ
い
て
ま
だ
明
確
に
述
べ
る
に
至
っ
て
い
ま

せ（
四
）

ん
。
で
す
か
ら
、
人
は
そ
う
し
た
願
望
や
欲
求
が
き
ざ
さ
な
い
う
ち
に

そ
れ
ら
を
防
ぎ
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
も
知
れ
ま
せ（
五
）

ん
。

　

そ
も
そ
も
主
な
る
神
様
は
人
を
お
造
り
に
な
ら
れ
る
う
え
で
、
陰
と
陽

の
男
女
の
組
み
合
わ
せ
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
相
手
を
持
つ
よ
う
に

さ
れ
ま
し（
六
）

た
。
他
人
の
妻
に
つ
い
て
は
、「
人
に
よ
っ
て
結
び
合
わ
さ
れ

た
も
の
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
実
は
主
な
る
神
様
が
前
も
っ
て
お

定
め
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
の
で（
七
）

す
！  

そ
う
で
あ
る
の
に
自
分
が
他
人
の

妻
を
願
い
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
主
な
る
神
様
が
お
定
め
に
な
ら
れ
た

こ
と
に
逆
ら
い
、
分
別
な
く
欲
し
求
め
る
こ
と
で（
八
）

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
悪
い

行
な
い
が
こ
こ
か
ら
始
ま
る
の
で
（
九
）

す
！  

こ
れ
は
わ
ざ
わ
い
に
至
る
道

で（
十
）

す
。
そ
の
罪
は
重
く
な
い
で
し
ょ
う（
十
一
）

か
。

　

こ
の
願
望
に
は
始
め
か
ら
終
り
ま
で
の
間
に
ほ
ぼ
三
つ
の
段
階
が
あ
り

ま（
十
二
）

す
。
最
初
の
段
階
で
は
或
い
は
一
目
見
た
と
き
に
悪
魔
の
や
か
ら
に

よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
願
望
を
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
も
知
れ

ま
せ（
十
三
）

ん
。
い
わ
ゆ
る
「
想
い
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で（
十
四
）

す
。
次
は
そ
の
よ
う

な
想
い
を
喜
び
楽
し
む
こ
と
で（
十
五
）

す
！  

さ
ら
に
そ
の
次
は
他
人
の
妻
と
の

淫
な
交
わ
り
を
実
際
に
願
い
求
め
る
こ
と
で（
十
六
）

す
！  

こ
の
お
き
て
を
固
く

守
る
者
は
或
い
は
想
い
が
生
じ
た
ば
か
り
の
と
き
に
そ
れ
を
押
し
と
ど
め

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
或
い
は
想
い
を
喜
び
楽
し
む
と
き
に
そ
れ
を
押
し

と
ど
め
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
或
い
は
実
際
に
願
い
求
め
た
と
き
に
そ
れ

翻
訳

ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
述
『
天
主
教
要
解
略
』
訳
注
（
十
一
）

　
　
　
主
な
る
神
様
の
十
戒
の
部
（
下
の
六
）

Ａ
・
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
　
　
述

葛
　
谷
　
　
　
登
　
　
訳
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（ 2 ）

を
押
し
と
ど
め
る
か
も
知
れ
ま
せ（
十
七
）

ん
。
三
者
の
間
に
は
犯
し
た
罪
の
点
に

お
い
て
深
浅
の
差
が
あ
り
ま（
十
八
）

す
。
罪
を
悔
い
る
点
に
お
い
て
遅
速
の
差
が

あ
り
ま（
十
九
）

す
。
神
様
か
ら
い
た
だ
く
賞
罰
の
点
に
お
い
て
も
軽
重
の
差
が
あ

り
ま（
二
十
）

す
。
す
べ
て
主
な
る
神
様
の
審
判
を
免
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
（
二
十
一
）

ん
。

で
す
か
ら
「
こ
の
こ
と
は
他
人
は
知
ら
な
い
こ
と
で
、
自
分
一
人
だ
け
が

知
っ
て
い
る
。
厳
罰
に
処
せ
ら
れ
る
に
は
至
ら
な
い
。」
な
ど
と
決
し
て

言
っ
て
は
な
り
ま
せ
（
二
十
二
）

ん
。

　

或
る
人
が
尋
ね
ま
し
た
。

　
　

 

娼
妓
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う（

二
十
三
）か

。

　

お
答
え
し
ま
し
ょ
う
。
娼
妓
に
は
夫
は
お
ら
ず
、
ま
た
主
な
る
神
様
が

そ
の
人
を
こ
の
世
に
誕
生
さ
せ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
事
実
は
あ
な
た
の

妻
で
は
あ
り
ま
せ（
二
十
四
）

ん
。
娼
妓
と
関
係
す
る
罪
も
ま
た
重
い
も
の
な
の

で（
二
十
五
）

す
。
お
お
よ
そ
第
六
の
お
き
て
の
禁
ず
る
も
の
は
行
為
で
あ
っ
て
、
こ

こ
で
禁
ず
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
願
望
で（

二
十
六
）す

。
行
為
と
願
望
に
関
す
る
罪
と

罰
は
そ
の
程
度
に
お
い
て
互
い
に
対
応
し
て
い
ま（

二
十
七
）す

。

注

（
一
） 

原
文
は 

「
毋
願
他
人
妻
」 （
二
十
三
葉
裏
）。
こ
れ
はʻDeealogus seu Dei 

m
andataʼ

の
中
の 

“non desiderabis uxorem
 eius;

” (Catechsm
us Catholicus, 

cura et studio Petri Cardinalis Gasparri concinnatus, decim
a edito, 

Typis Polyglottis Vaticanis, 1933, p. 24) 

に
当
た
る
。
動
詞ʻdesiderabisʼ

は
直
接
法
二
人
称
単
数
未
来
形
で
あ
る
。
直
訳
す
れ
ば
、「
あ
な
た
は
彼
の
妻
を
熱

望
し
て
は
な
ら
な
い
。」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 

　
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド   

ラ
テ
ン
語
辞
典
』（P. G. Glare ed., O

xford Latin 
Dictionary, 1982

）
に
よ
れ
ば
、
動
詞ʻdesideroʼ

の
語
義
は
四
つ
あ
っ
て
、

第
一
がʻTo long for, desire (often an absent or dead person or a lost 
thing). b to express a desire for, request.ʼ

で
あ
り
、
第
二
がʻTo stand in 

need of, w
ant, requireʼ

で
あ
り
、
第
三
がʻTo w

ant to know, raise the 
question.ʼ

で
あ
り
、
第
四
がʻTo feel or notice the absence of, m

iss, find 
lacking. b to lose, esp. in battle, (pass.) to be lost or m

issing.ʼ(p. 525)

で
あ
る
。
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
第
九
戒
の
中
のʻdesiderabisʼ

は
第
一
の
語
義
に

該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

 

　

ル
イ
ス 

（Charlton T. Lew
is

）・
シ
ョ
ー
ト 

（Charles Short

） 『
ラ
テ
ン
語

辞
典
』（A Latin Dictionary, O

xford U
niversity Press, 1879

）
で
は
こ
れ

に
該
当
す
る
語
義
は
、 ʻto long for, greatly w

ish for, to desire som
ething 

not possessed (freq. and class.—
for syn. cf.: opto, requiro, expeto, 

appeto, affecto, cupio, concupisco, aveo, gestio, capto, volo).ʼ 
(p. 557) 

と
な
っ
て
い
る
。
更
に
、
ル
イ
ス
（Charlton T. Lew

is

）
の
『
初
級

ラ
テ
ン
語
辞
典
』（Elem

entary Latin Dictionary, O
xford U

niversity 
Press, 1891

）
で
は
こ
れ
に
該
当
す
る
語
義
は
、ʻto long for, ask, dem

and, 
call for, w

ish for, desire, require, expect:ʼ (p. 231)

と
な
っ
て
い
る
。

 

　

こ
れ
ら
三
つ
の
辞
典
のʻdesideroʼ

に
関
す
る
最
大
公
約
数
的
な
語
義
は

ʻlong forʼ

とʻdesireʼ

で
あ
り
、
こ
の
う
ち
後
者
はʻdesideroʼ

に
直
接
的
に

つ
な
が
る
現
代
英
語
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。C. O

. D. （
第
九
版
、 

一
九
九
五
年
） 

の ʻdesireʼ

の
項
の
動
詞
の
語
義
の
第
一
ａ
は
、 ʻlong for ; crave.ʼ

、 

第
一
ｂ

は ʻfeel sexual, desire for.ʼ 

（p. 366

） 

と
な
っ
て
い
る
。
同
辞
典
で
は
動
詞

ʻlongʼ

の
語
義
はʻhave a strong w

ish or desire for.ʼ

（p. 803

） 

と
な
っ
て

い
る
。
要
す
る
に
、ʻdesideroʼ

の
語
義
は
現
代
英
語ʻdesireʼ

の
中
のʻlong 

forʼ
と
い
う
語
義
に
連
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

 

　

わ
た
く
し
は
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド   

ラ
テ
ン
語
辞
典
』
のʻdesideroʼ

の
第

―143―



ヴァニョーニ述『天主教要解略』訳注（十一）

（ 3 ）

一
の
語
義
の
箇
所
に
挙
げ
ら
れ
た
用
例
と
そ
の
語
義
に
対
応
す
る
ル
イ
ス
・

シ
ョ
ー
ト
『
ラ
テ
ン
語
辞
典
』
の
箇
所
に
挙
げ
ら
れ
た
用
例
を
可
能
な
限
り
原
典

に
当
た
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
幸
い
に
も
愛
知
大
学
図
書
館
に
は
『
ロ
ー
ブ
古

典
叢
書
』（Loeb Classical Library

）
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

　

第
九
戒
の
ラ
テ
ン
語
文
は
動
詞
プ
ラ
ス
名
詞
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
今

回
原
文
に
当
た
る
こ
と
が
出
来
た
用
例
の
う
ち
、
こ
の
構
成
に
な
っ
て
い
る
用
例

に
つ
い
て
以
下
に
掲
げ
て
み
る
。

 

　

名
詞
が
人
で
あ
る
も
の
は
、
第
一
が 

“dies noctisque m
e am

es, m
e 

desideres, m
e som

nies, m
e expectes, de m

e cogites, m
e speres, m

e te 
oblectes, m

e cum
 tota sis:

” (Terentius Afer, Publius, 

“The Eunuch

”, 
The Loeb Classical Library, Terence I, H

arvard U
niversity Press, 

1912, p.252

） （
下
線
、
訳
者
注
。
以
下
、
同
じ
。
ま
た
、
こ
れ
以
降
特
に
注
記

が
な
い
も
の
は
『
ロ
ー
ブ
古
典
叢
書
』
に
拠
っ
て
い
る
。
尚
、
下
線
部
の
英
訳
は

ʻyearn forʼ

〔p. 253

〕 

で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
版
の
英
訳
はʻm

issʼ

〔p. 333

〕 

で
あ
る
。
更
に
、京
都
大
学
学
術
出
版『
西
洋
古
典
叢
書
』の
中
の『
ロ
ー

マ
喜
劇
集　
５
』〔
二
〇
〇
二
年
〕
の
谷
栄
一
郎
訳
「
宦
官
」
で
は
該
当
箇
所
は
「
い

な
く
て
さ
び
し
い
と
思
っ
て
く
れ
」〔
二
五
七
頁
〕
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
で
あ
り
、

第
二
が
“Decem

viros desiderastis; creari passi sum
us.

” (Livius, Titus, 

“ab U
rbe Condita

”, Livy II, 1939, p. 226)

〔
下
線
部
の
英
訳
はʻdesiredʼ

〔p. 227

〕 

で
あ
る
） 

で
あ
り
、
第
三
が 

“Nero a pessim
o quoque sem

per 
desiderabitur: m

ihi ac tibi providentum
 est ne etiam

 a bonis 
desideretur.

” (Cornelius Tacitus, 

“Historiarum

”, Tacitus, 1925, p. 32)

（
下
線
部
の
英
訳
は
い
ず
れ
もʻm

issedʼ 

〔p. 33

〕 

で
あ
る
。
ま
た
、
ち
く
ま
学
芸

文
庫
の
國
原
吉
之
助
『
同
時
代
史
』〔
二
〇
一
二
年
〕
の
該
当
箇
所
は
前
者
が
「
惜

し
む
だ
ろ
う
」、
後
者
が
「
懐
か
し
ま
」（
な
い
）〔
二
十
九
頁
〕
と
な
っ
て
い
る
）

で
あ
り
（
以
上
、『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド   

ラ
テ
ン
語
辞
典
』
の
用
例
）、
第
四
が 

“quam
 tu filium

 tuom
, tam

 pater m
e m

eus desiderat.

”(Titus 

M
arccius Plautus, 

“Captivi

”, Plautus I, 1916, p. 490)

（
下
線
部
の
英
訳

は ʻlong forʼ

〔p. 491

〕 

で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
版
の
英
訳
はʻm

issingʼ 

〔p. 539

〕 

で
あ
る
）
で
あ
り
、
第
五
が 

“Quinque dies ti bi pollicitus m
e 

rure futurum
, Sext ilem

 totum
 m

endax desideror.

”(H
oratius Flaccus, 

Q
uintus, 

“Epistulae

”, H
orace, 1972, p. 294)

（
下
線
部
の
英
訳
はʻam

 
m

issedʼ

〔p.295

〕
で
あ
る
）
で
あ
り
、
第
六
が 

“Desiderarunt te, inquit, 
oculi m

ei, cum
 tu esses Cyrenis.

”(Cicero, M
arcus Tullius, 

“Oratio 
Pro Cnaeo Plancio

”, The Speeches of Cicero, 1923, p. 420)

（
下
線
部

の
英
訳
はʻsearched forʼ 

〔p. 421

〕 

で
あ
る
）
で
あ
る
（
以
上
、
ル
イ
ス
・

シ
ョ
ー
ト
『
ラ
テ
ン
語
辞
典
』
の
用
例
）。

 

　

次
に
目
的
語
の
名
詞
が
事
物
で
あ
る
も
の
は
、
第
一
が
“Di im

m
ortales! 

quam
 ego risum

 nostrum
 desidero!

”(Cicero, 

“M. Tulli Ciceronis 
Epistularum

 ad Fam
iliares

”, Cicero, The Letters to H
is Friends I, 

1927, p. 134)

（
下
線
部
の
英
訳
は ʻm

issʼ 

〔p. 135

〕 

で
あ
る
） 

で
あ
り
、
第
二

が 

“nec patriam
 m

agis ille suam
 desiderat et quae pluriam

a cum
 

patria sentit abesse sibi, quam
 vultus oculosque tuos, o dulcior illo 

m
elle, quod in ceris A

ttica ponit apis.

” (O
vidius N

aso, Publius, 

“Tristia

”, O
vid VI, 1924, p. 224)

（
下
線
部
の
英
訳
はʻlongs forʼ

〔p. 225

〕 

で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
八
八
年
の
第
二
版
の
英
訳
もʻlongs forʼ 

〔p. 225

〕 

で
あ

る
。）
で
あ
り
、
第
三
が 

“im
perium

 se a Caesare per proditionem
 

nullum
 desiderare quod habere victioria posset, quae iam

 esset sibi 
atque om

nibus G
allis explorata;

” (C
aesar, G

aius Julius, 

“Com
m

entarii belli G
allici

”, D
e bello G

allico, Reclam
 Stuttgart, 

1980, p. 397)（
下
線
部
の
独
訳
は ʻstrebe danachʼ 

〔p. 397

〕で
あ
る
。ま
た
、

岩
波
文
庫
『
ガ
リ
ア
戦
記
』〔
近
山
金
次
訳
、一
九
六
四
年
〕
で
は
該
当
箇
所
は
「
望

ん
だ
り
」〔
二
六
六
頁
〕
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
で
あ
り
、
第
四
が 

“quam
 ieiuna 

pium
 desideret ara cruorem

, doctast am
isso Laudam

ia viro,

” 
(Catullus, Gaius Valerius, 

“Gai Valeri Catvlli Liber

”, Catullus Tibulus 
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and Pervigilium
 Veneris, 1913, p. 144)

（
下
線
部
の
英
訳
は ʻcraves forʼ 

〔p. 145

〕 

で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
八
八
年
の
第
二
版
の
英
訳
も ʻcraves forʼ 

〔p.145

〕
で
あ
る
）
で
あ
り
（
以
上
、『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド   

ラ
テ
ン
語
辞
典
』

の
用
例
）、
第
五
が 

“nec honores sitio nec desidero gloriam
;

” (Cicero, 
“M. Tulli Ciceronis Epistularum

 ad Q
uintum

 Fratrem

”, Cicero, The 
Letters to H

is Friends III, 1954, p. 590)

（
下
線
部
の
英
訳
は ʻpine forʼ 

〔p. 591

〕 
で
あ
る
）
で
あ
り
、
第
六
が 

“nam
 ab Chrysippo nihil m

agnum
 

nec m
agnificum

 desideravi, qui suo quodam
 m

ore loquitur, ut 
om

nia verborum
 m

om
entis, non rerum

 ponderibus exam
inet.

” 
(Cicero, 

“de Re Publica
”, Cicero, de Re Publica, de Legibus, 1928, 

p. 192)（
下
線
部
の
英
訳
は ʻexpectedʼ 

〔p. 193

〕 で
あ
る
。ま
た
、岡
道
男
訳「
国

家
に
つ
い
て
」〔『
キ
ケ
ロ
―
選
集
８
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
〕
で
は
該
当
箇
所
は

「
望
ま
」〔
な
か
っ
た
〕〔
一
一
四
頁
〕
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
で
あ
り
、第
七
が 

“Nullam
 

enim
 virtus aliam

 m
ercedem

 laborum
 periculorum

que desiderat 
praeter hanc laudis et gloriae:

” (Cicero, 
“Pro A. Licinio Archia Poeta 

O
ratio

”, Cicero, The Seeches, 1923, p. 36)
（
下
線
部
の
英
訳
は ʻlooks 

forʼ 

〔p. 37

〕 

で
あ
る
。
ま
た
、
谷
栄
一
郎
訳
「
ア
レ
キ
ア
ー
ス
弁
護
」〔『
キ
ケ
ロ

―
選
集
２
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
〕
で
は
該
当
箇
所
は
「
求
め
る
」〔
九
十
二

頁
〕
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
で
あ
り
、
第
八
が 

“Ut desiderat autem
 laus, quae 

negotiis adhibetur, probationem
, sic etiam

 illa, quae ostentationi 
com

ponitur, habet interim
 aliquam

 speciem
 probationis;

” (Q
uintili 

anus, M
arcus Fabius, 

“M. Fabii Q
uintiliani Institutionis O

ratoriae
”, 

Q
uintilian I, 1921, p. 466)

（
下
線
部
の
英
訳
は ʻrequiresʼ 

〔p. 467

〕 

で
あ

る
。
ま
た
、二
〇
〇
一
年
版
の
英
訳
は ʻneedsʼ 

〔p. 105

〕 

で
あ
る
）で
あ
る（
以

上
、
ル
イ
ス
・
シ
ョ
ー
ト
『
ラ
テ
ン
語
辞
典
』
の
用
例
）。

 

　

こ
れ
ら
の ʻdesideroʼ 

の
用
例
を
通
観
し
て
分
か
る
こ
と
は
、
一
つ
に
は
対
象

と
な
る
目
的
語
に
当
た
る
も
の
が
、
人
で
あ
る
場
合
に
は
例
え
ば ʻdecem

virosʼ 

や ʻN
eroʼ 

や ʻm
eʼ 

で
あ
り
、
事
物
で
あ
る
場
合
に
は
例
え
ば ʻrisum

 

nostrum
ʼ 

や ʻsuam
 patriam

ʼ 

や ʻim
perium

ʼ 

や ʻpium
 cruorem

ʼ 

や 
ʻalian m

ercedem
ʼ 

で
あ
る
よ
う
に
、
内
容
に
基
づ
い
て
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
と
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
に
選
別
さ
れ
て
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
ど
ち
ら
か
一
方
の
も

の
が
排
他
的
に
目
的
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
も

う
一
つ
は
動
詞 ʻdesideorʼ 

英
、
独
の
訳
語
が
例
え
ば ʻyearn forʼ 

や ʻm
issʼ 

や ʻlong forʼ 

や ʻstreben nachʼ 

や ʻcrave forʼ 

や ʻstarve forʼ 

や 
ʻpine forʼ 

や ʻlook forʼ 

で
あ
る
よ
う
に
、 ʻdesideroʼ 

と
い
う
語
は
強
く
対

象
を
希
求
す
る
と
い
う
意
味
を
具
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

 

　

従
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
か
ら ʻdesideorʼ 

と
い
う
動
詞
は
対
象
を
内
容
に

よ
っ
て
選
別
す
る
こ
と
な
く
そ
れ
を
慕
い
求
め
る
ほ
ど
の
意
味
を
指
し
示
す
語
で

は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 

　

そ
れ
で
は
、
動
詞 ʻdesideroʼ 

は
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド   

ラ
テ
ン
語
辞
典
』

の
第
一
の
語
義 ʻTo long for, desireʼ 

は
ヴ
ル
ガ
タ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
用
い

ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
愛
知
大
学
図
書
館
所
蔵
に
な
る
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
士

Bonifatius Fischer

に
よ
っ
て
編
ま
れ
たN

ovae concordantiae Bibliorum
 

Sacrorum
 iuxta Vulgatam

 versionem
 critice editam

 (From
m

ann-
H

olzboog, 1977)

のTom
us II: D-G

の ʻdesideroʼ 

の
項
目
（
一
二
〇
四
頁
）

の
中
に
挙
げ
ら
れ
た
用
例
を
出
来
る
限
り
ヴ
ル
ガ
タ
の
中
に
確
か
め
て
み
た
。
こ

の
う
ち
、
第
九
戒
と
同
じ
く
名
詞
を
目
的
語
に
取
る
も
の
を
取
り
出
し
て
み
る
。

 

　

目
的
語
が
人
で
あ
る
場
合
は
、
第
一
が 

“Anim
a m

ea desideravit te in 
nocte,

” (Isaias 26:9) 

で
あ
り
、
第
二
が 

“et in ipsorum
 obsecratione pro 

vobis, desiderantium
 vos propter em

inentem
 gratiam

 Dei in vobis.

” 
(2 Ad Corinthios 9:14) 

で
あ
り
、
第
三
が 

“quoniam
 quidem

 om
nes vos 

desiderabat:

” (Ad Phillippenses 2 : 26) 

で
あ
り
、 

第
四
が 

“Ita desiderantes 
vos, cupide volebam

us tradere vobis non solum
 Evangelium

 Dei, sed 
etiam

 anim
as nostras:

” (1 Ad Thessalonicenses 2:8) 

で
あ
る
。

 

　

目
的
語
が
事
物
で
あ
る
場
合
は
、
第
一
が 

“Et universa terra desiderabat 
vultum

 Salom
onis, ut audiret sapientiam

 eius, quam
 dederat D

eus 

―141―



ヴァニョーニ述『天主教要解略』訳注（十一）

（ 5 ）

in corde eius.

” (3 Regum
 10:24) 

で
あ
り
、
第
二
が 

“Sicut servus 
desiderat um

bram
, Et sicut m

ercenarius praestolatur finem
 operis 

sui,

” (Job 7:2) 

で
あ
り
、
第
三
が 

“Concupivit anim
a m

ea Desiderare 
iustificationes tuas in om

ni tem
pore.

” (Psalm
 118:20) 

で
あ
り
、
第
四

が 
“Os m

eum
 aperui, et attraxi spiritum

, Q
uia m

andata tua 
desiderabam

.

” (Psalm
 118:131) 

で
あ
り
、 

第
五
が 

“Anim
a im

pii 
desiderant m

alum
, N

on m
iserebitur proxim

o suo.

” (Proverbia 21:10) 

で
あ
り
、
第
六
が 
“Ne com

edas cum
 hom

ine invido, Et ne desideres 
cibos eius;

” (Proverbia 23:6) 

で
あ
り
、
第
七
が 

“Et si m
ultitudinem

 
scientiae desiderat quis, Scit praeterita, et de futuris aestim

at;

” 
(Sapientia 8:8) 

で
あ
り
、
第
八
が 

“Gratiam
 et speciem

 desiderabit 
oculus tuus; Et super haec virides sationes.

” (Ecclesiasticus 40:22) 

で
あ
り
、
第
九
が 

“Et ego non sum
 turbatus, te pastorem

 sequens; Et 
diem

 hom
inis non desideravi, tu scis:

” (Ierem
ias 17:16) 

で
あ
り
、
第

十
が 

“Vae desiderantibus diem
 Dom

ini! Ad quid eam
 vobis? Dies 

Dom
ini ista, tenebrae, et non lux.

” (Am
os 5:18) 

で
あ
り
、
第
十
一
が 

“Non est botrus ad com
edendum

, Praecoquas ficus desideravit 
anim

a m
ea.

” (M
ichaea 7:1) 

で
あ
り
、
第
十
二
が 
“et ut honeste 

am
buletis ad eos qui foris sunt: et nullis aliquid desideretis.

” (I Ad 
Thessalonicenses 4:11) 

で
あ
り
、
第
十
三
が 

“Fidelis serm
o: Si quis 

episcopatum
 desiderat, bonum

 opus desiderat.

” (I Ad Tim
otheum

 
3:1) 

で
あ
る
。

 

　

こ
れ
ら
の
ヴ
ル
ガ
タ
に
お
け
る ʻdesideroʼ 

の
用
例
を
通
観
す
る
と
、
目
的
語

は
内
容
上
の
選
択
が
な
い
こ
と
、
及
び
対
象
に
対
す
る
主
体
の
肯
定
的
な
志
向
性

が
強
い
こ
と
が
窺
え
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
先
に
挙
げ
た
ラ
テ
ン
語
辞

典
の
用
例
と
ほ
ぼ
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

 

　

試
み
に
、
こ
れ
ら
の
用
例
の
箇
所
に
対
応
す
る
新
共
同
訳
聖
書
の
語
は
、「
捜
し

求
め
ま
す
」、「
慕
い
」、「
会
い
た
が
っ
て
お
り
」、「
い
と
お
し
く
思
っ
て
い
た
の

で
」、
或
い
は
「
求
め
た
」、「
待
ち
焦
が
れ
」、「
望
み
」、「
慕
い
求
め
ま
す
」、「
欲

望
は
注
が
れ
」、「
む
さ
ぼ
る
」、「
望
む
」、「
慕
い
焦
が
れ
る
」、「
望
ん
だ
」、「
待

ち
望
む
」、「
好
む
」、「
求
め
る
」、「
望
ん
で
い
る
」
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
に
二

〇
一
一
年
に
出
版
さ
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
注
『
聖
書
』
の
中
の
対
応
す
る
語

は
、「
慕
い
求
め
」、「
慕
っ
て
」、「
慕
っ
て
お
り
」、「
い
と
お
し
く
思
い
」、
或
い

は
「
求
め
た
」、「
待
ち
望
む
」、「
あ
こ
が
れ
て
」、「
慕
い
ま
す
」、「
あ
こ
が
れ
る
」、

「
欲
し
が
る
」、「
望
む
な
ら
」、「
好
む
と
こ
ろ
」、「
望
ん
だ
」、「
待
ち
望
む
」、「
た

い
と
思
う
」、「
望
む
」
で
あ
る
。

 

　

こ
れ
ら
を
総
合
す
れ
ば
ラ
テ
ン
語
の
第
九
戒
は
、「
あ
な
た
は
彼
の
妻
を
慕
い
求

め
て
は
な
ら
な
い
。」
と
い
う
ほ
ど
に
訳
せ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
東
京
大

司
教
認
可
に
な
る
『
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
―
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
の

ま
と
め
―
』（
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
、
一
九
九
四
年
初
版
、
二
〇
〇
四
年
改
訂
）
で
は
、

「
隣
人
の
妻
に
思
い
を
か
け
て
は
な
ら
な
い
。」（
一
七
一
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。

 

　

し
か
し
、 ʻdesiderabisʼ 

に
当
て
ら
れ
た
漢
訳
語
の
「
願
」
と
い
う
動
詞
は
、

ラ
テ
ン
語
に
感
じ
取
ら
れ
る
よ
う
な
主
体
の
対
象
へ
の
強
烈
な
志
向
性
を
反
映
し

き
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
臆
測
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
九
戒
の
核
と
な
る

語
は
動
詞 ʻdesideroʼ 

で
あ
ろ
う
。
迂
遠
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
敢

て
ラ
テ
ン
語
の
文
学
作
品
と
ヴ
ル
ガ
タ
の
用
例
に
可
能
な
限
り
当
た
っ
て
み
た
次

第
で
あ
る
。

 

　

こ
れ
は
旧
約
聖
書
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
十
章
十
七
節
「
隣
人
の
家
を
欲
し
て
は
な

ら
な
い
。
隣
人
の
妻

0

0

0

0

、
男
女
の
奴
隷
、
牛
、
ろ
ば
な
ど
隣
人
の
も
の
を
一
切
欲
し

0

0

て
は
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

。」（
傍
点
、
訳
者
注
。
以
下
、
同
じ
）（
新
共
同
訳
）
が
対
応
す
る
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
で
は
、「
お
前
の
隣
人
の
家
を
欲
し
が
っ
て
は
な
ら
な
い
。
隣0

人
の
妻

0

0

0

、
男
女
の
奴
隷
、
牛
、
ろ
ば
な
ど
、
隣
人
の
も
の
は
何
一
つ
欲
し
が
っ
て

0

0

0

0

0

は
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

。」
と
な
っ
て
い
る
。

 

　

同
じ
箇
所
は
ブ
ル
ガ
タ
で
は
、
“Non concupisces dom

um
 pvoxim

i tui: nec 
desiderabis uxorem

 eius, non servum
, non ancillam

, non bovem
, 

non asinum
, nec om

nia quae illius sunt.

”
と
な
っ
て
い
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
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聖
書
（Biblia H

ebraica Stuttgartensia

）
で
は 

 

“　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

” 

と
な
っ
て
い
る
。
七
十
人
訳 （Septuaginta, Deutsche Bibelgesellschaft

） で
は
、 

“

”
と
な
っ
て
い
る
。

 

　

た
だ
、
第
九
戒
に
関
し
て
は
申
命
記
五
章
二
十
一
節
「
あ
な
た
の
隣
人
の
妻
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

欲
し
て
は
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

。
隣
人
の
家
、
畑
、
男
女
の
奴
隷
、
牛
、
ろ
ば
な
ど
、
隣
人

の
も
の
を
一
切
欲
し
が
っ
て
は
な
ら
な
い
。」（
新
共
同
訳
）
が
よ
く
対
応
す
る
よ

う
に
見
え
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
で
は
、「
お
前
の
隣
人
の
妻
を
貪
り
求
め
て
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
ら
な
い

0

0

0

0

。
隣
人
の
家
、
畑
、
男
女
の
奴
隷
、
牛
、
ろ
ば
、
ま
た
隣
人
の
持
ち
物

は
何
で
あ
れ
貪
り
求
め
て
は
な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。

 

　

同
じ
箇
所
は
ブ
ル
ガ
タ
で
は
、 

“Non concupisces uxorem
 proxim

i tui: non 
dom

um
, non argum

, non servum
, non ancillam

, non bovem
, non 

asinum
, et universa quae illius sunt.

”と
な
っ
て
い
る
。ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
で
は
、

 

“　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

” 

と
な
っ
て
い
る
。
七
十
人
訳
で
は
、

 

“

 

”
と
な
っ
て
い
る
。

 

　

驚
く
べ
き
こ
と
に
七
十
人
訳
で
は
第
九
戒
と
第
十
戒
に
当
た
る
申
命
記
五
章
二

十
一
節
の
文
は
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
十
章
十
七
節
の
箇
所
の
文
と
同
じ
で
あ
る
。
新

共
同
訳
の
日
本
話
を
対
照
し
て
見
る
限
り
、
申
命
記
の
文
と
同
一
の
文
が
出
エ
ジ

プ
ト
記
の
中
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
一
戒
か
ら
第
八
戒
ま
で
は
新

共
同
訳
の
出
エ
ジ
プ
ト
記
と
申
命
記
の
該
当
箇
所
を
対
照
し
て
見
る
限
り
、
他
に

そ
の
よ
う
な
例
は
七
十
人
訳
に
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
出
エ
ジ
プ
ト

記
二
十
章
十
七
節
の
箇
所
に
お
い
て
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
で
は
同
一
の
動
詞
が
重
ね

て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。
ミ
ル
ト
ス
・
ヘ
ブ
ラ
イ
文
化
研
究
所
編

『
出
エ
ジ
プ
ト
記
Ⅰ
』（
ミ
ル
ト
ス
、
一
九
九
三
年
）
で
は
第
十
七
節
の
こ
の
動
詞

に
関
し
て
脚
注
を
設
け
、「　
　
　
　

＝『み
だ
り
に
欲
し
が
る

, む
さ
ぼ
る
よ
う

に
見
詰
め
る

』」（
一
八
七
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
同
一
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
動
詞
に

対
し
て
、
ブ
ル
ガ
タ
で
は
前
者
は
動
詞 ʻconcupiscoʼ 

が
、
後
者
は
動
詞 

ʻdesideroʼ 

が
対
応
す
る
。
第
九
戒
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
動
詞
は
後
者
で
あ

る
。
前
者
の ʻconcupiscoʼ 

の
語
義
は
前
掲
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド   

ラ
テ
ン
語

辞
典
』（O

xford Latin Dictionary

）
に
よ
れ
ば
、
“To conceive a strong 

desire for, desire ardently, long for, covet.

” （p. 392

） 

と
な
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
語
は
対
象
へ
の
強
烈
な
執
着
、
飽
く
な
き
思
い
、
愛
着
を
示
す
語
の
よ
う
で

あ
る
。

 

　

他
方
、
七
十
人
訳
で
同
じ
箇
所
で
用
い
ら
れ
る
動
詞 ʻ ἐπιθῡμ- έωʼ

の
語
義
は
、

故
望
月
光
神
父
様
よ
り
ご
恵
贈
に
あ
ず
か
っ
た
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド   

ギ
リ
シ

ア
語
辞
典
』（Greek English Lexicon

）
第
九
版
に
よ
れ
ば
、 

“set oneʼs heart 
upon a thing, long for, covet, desire

” (p. 634) 

で
あ
る
。
こ
の
語
も
対
象

へ
の
執
着
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

 

　

以
上
か
ら
、
ラ
テ
ン
語
の
二
つ
の
動
詞 ʻconcupiscoʼ 

と ʻdesideroʼ 

を
比

べ
て
み
る
と
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
動
詞
に
意
味
の
上
で
よ
り
近
い
の
は
後
者
よ
り
前

者
で
あ
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
第
九
戒
の
漢
訳
の
中
で

用
い
ら
れ
て
い
る
動
詞
「
願
」
は
原
語
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
動
詞
と
意
味
の
上
で
の

隔
た
り
が
一
層
広
が
る
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

 

　

訳
者
は
二
〇
一
二
年
八
月
三
十
日
に
愛
知
大
学
短
期
学
術
交
流
に
よ
り
中
国
自

然
科
学
史
研
究
所
教
授
韓
埼
先
生
の
ご
案
内
で
上
海
の
徐
家
滙
蔵
書
楼
を
訪
れ
、

『
上
海
図
書
館
西
文
珍
本
書
目
』（
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
の

目
録
番
号
第
二
五
一
番
『
パ
ニ
ー
ノ
の
ラ
テ
ン
語
聖
書
』（Bible. Latin. Pagini. 

1609.
）（
同
書
目
、五
十
六
頁
）を
閲
覧
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
清
水
宏「
パ
ニ
ー

ノ
」
に
よ
れ
ば
、「Pagnino, Santes 

（1470. 10. 18

―1541. 8. 24

）
イ
タ
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リ
ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
言
語
学
者
、
聖
書
学
者
、
ド
ミ
ニ
コ
会
員
。」（
研
究
社
『
新

カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
第
４
巻
、二
〇
〇
九
年
、五
十
三
頁
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

「
一
五
二
八
年
リ
ヨ
ン
で
出
版
し
た
ラ
テ
ン
語
聖
書
（Veteris et N

ovi 
Testam

enti nova translatio

）
は
、
二
五
年
に
わ
た
る
訳
業
の
成
果
。
ヒ
エ
ロ

ニ
ム
ス
以
来
初
め
て
の
原
文
か
ら
の
個
人
訳
」（
同
書
、
同
頁
）
で
あ
る
ら
し
い
。

た
だ
、
今
回
閲
覧
の
恩
恵
に
浴
し
た
聖
書
は
、
ヴ
ル
ガ
タ
版
（Vulgat. Edito

）、

ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
か
ら
の
翻
訳
（Transl. ex H

eb. Sanct. Pagn

）、
七
十
人
訳

か
ら
の
翻
訳
（Transl. ex Septuag

）、
カ
ル
デ
ヤ
式
聖
書
解
釈
に
基
づ
く
翻
訳

（Chald. Paraph. Transl.

）、
以
上
四
種
の
ラ
テ
ン
語
翻
訳
文
を
並
記
し
た
も
の

で
あ
る
（
四
番
目
の
翻
訳
に
関
し
て
は
分
か
ら
な
い
。
シ
リ
ア
語
訳
聖
書
の
こ
と

を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
）。

 

　

出
エ
ジ
プ
ト
記
二
十
章
十
七
節
の
中
の
第
九
戒
に
相
当
す
る
部
分
の
翻
訳
は
、

ヴ
ル
ガ
タ
版
が 

“nec desiderabis vxorem
 eius,

” (Vol. 1, p. 184) 

で
あ
り
、

ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
か
ら
の
も
の
が 

“non concupisces vxorem
 proxim

i tui,

” 
(p. 184) 

で
あ
り
、
七
十
人
訳
か
ら
の
も
の
が 
“Non concupisces vxorem

 
proxim

i tui:

” (p. 185) 

で
あ
り
、
カ
ル
デ
ヤ
式
に
よ
る
も
の
が 

“non 
concupisces vxorem

 proxim
i tui,

” (p. 185) 

で
あ
る
。（
頁
数
に
関
し
て
上

記
三
例
は
誤
記
し
た
可
能
性
も
あ
る
）
ヴ
ル
ガ
タ
の
み
が
動
詞 ʻdesideroʼ 

を
用

い
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
第
九
戒
の
中
に
含
ま
れ
た
問
題
が

い
か
に
複
雑
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
聖
書
の
翻
訳
の
次
元
で
教
え
て
く

れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
申
命
記
五
章
二
十
一
節
の
該
当
箇
所
の
動
詞
は

四
種
と
も
い
ず
れ
も ʻconspicesʼ 

と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
（
四
五
二
、
四
五

三
頁
）。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
第
九
戒
は
ヴ
ル
ガ
タ
の
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
十
章
十
七
節

の
文
に
用
い
ら
れ
た
動
詞 ʻdesideroʼ 

を
受
け
継
い
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ

れ
に
よ
り
圭
角
の
取
れ
た
穏
や
か
な
面
持
ち
を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
て
な

ら
な
い
。（
他
に
、
目
録
番
号
第
二
五
〇
番
『
パ
ニ
ー
ノ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ギ
リ
シ

ア
語
、
ラ
テ
ン
語
旧
約
聖
書
』〔Bible. O

. T. H
ebrew

-Greek-Latin. Pagnini. 
1609.

〕〔
前
掲
書
目
、
五
十
六
頁
〕
を
閲
覧
し
た
。
メ
モ
を
取
る
だ
け
の
時
間
は

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
同
じ
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
に
覚
え
る
。

断
言
を
憚
か
る
）。
貴
重
な
機
会
を
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
韓
琦
先
生
に
深
甚
な
る
謝

意
を
表
し
た
い
。

 

　

漢
訳
聖
書
で
は
出
エ
ジ
プ
ト
記
二
十
章
十
七
節
の
箇
所
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
代
表
訳
は
「
毋
貪
人

0

0

0

宅
第
、
妻
室

0

0

、
僕
婢
、
牛
驢
、
與
凡

屬
於
人
者
。」、
Ｂ
Ｃ
訳
は
「
爾
貪
爾
鄰
之
屋
、
亦
毋
貪
爾
鄰
之
妻

0

0

0

0

0

0

0

、
與
其
僕
、
其
婢
、

其
牛
、
其
驢
、
及
凡
爾
鄰
所
有
者
。」、Union Version

は
「
不
可
貪
戀
人
的
房
屋
、

也
不
可
貪
戀
人
的
妻
子

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
僕
婢
、
並
他
一
切
所
有
的
。」、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
は

「
不
可
貪
戀
你
近
人
的
房
舍
。
不
可
貪
戀
你

0

0

0

0

0

近0

人
的
妻
子

0

0

0

0

、
僕
人
、
婢
女
、
牛
驢
及

你
近
人
的
一
切
。」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
様
に
申
命
記
五
章
二
十
一
節
の
最
初

の
部
分
は
、
代
表
訳
が
「
毋
貪
人
妻
室
、」、
Ｂ
Ｃ
訳
が
「
爾
毋
貪
爾
隣
之
妻
、」、

U
nion Version

が
「
不
可
貪
戀
人
的
妻
子
、」、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
が
「
不
可

貪
欲
戀
你
近
的
妻
子
；
」
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
動
詞
が
、
代
表
訳
と
Ｂ
Ｃ

訳
で
は
「
貪
」
で
あ
り
、U

nion Version

と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
で
は
「
貪
戀
」

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
詞
「
貪
」
と
「
貪
戀
」
は
対
象
へ
の
強
い
志
向
性
を
示
す

と
同
時
に
、
そ
の
志
向
性
は
道
徳
的
に
不
正
な
る
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
お

い
て
、
教
要
解
略
の
第
九
戒
の
動
詞
「
願
」
の
場
合
、
対
象
へ
の
強
い
志
向
性
を

示
す
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、
そ
の
対
象
が
有
す
る
正
負
の
意
味
合
い
に
充
分
な

考
慮
が
払
わ
れ
な
い
こ
と
と
対
照
的
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
動
詞
「
願
」
の
対
象
は

一
般
に
社
会
的
に
広
く
肯
定
さ
れ
得
る
も
の
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

も
し
果
た
し
て
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
動
詞
「
願
」
は
目
的
語
「
他
人
妻
」
と
契

合
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
両
者
の
間
に
は
よ
り
一
層
の
懸
隔
が
生
じ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

 
　

翻
っ
て
日
本
の
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
ヴ
ァ
チ
カ
ン
図
書
館
所
蔵
に
な
る
も
の
で
は
、「
第
九
他
の
つ
ま
を

こ
ひ
す
べ
か
ら
ず
」（「
翻
刻
（
一
五
九
一
年
刊
）　

ど
ち
り
い
な
き
り
し
た
ん
」
龜

井
孝
、Ｈ
・
チ
ー
ス
リ
ク
、小
島
幸
枝
『
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
版   

キ
リ
シ
タ
ン
要
理
』
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岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
、
二
四
二
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
同
書
の
チ
ー
ス
リ
ク

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
第
二
章
「
日
本
に
お
け
る
ド
チ
リ
ナ
」
に
よ
れ
ば
、「
ヴ
ァ
リ

0

0

0

ニ
ャ
ー
ノ
は

0

0

0

0

0

、
信
者
間
で
の
普
及
の
た
め
、
や
は
り
は
じ
め
か
ら
国
字
本
を
計
画

0

0

0

0

0

0

し
て
い
た

0

0

0

0

。
そ
れ
で
、
印
刷
機
を
据
え
る
と
同
時
に
、
日
本
活
字
の
研
究
を
も
進

め
さ
せ
た
。
最
初
は
カ
タ
カ
ナ
木
活
字
が
作
ら
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
主
禱
文
や
神
の
十
戒
な
ど
を

組
ん
で
、
二
、
三
枚
の
見
本
が
刷
ら
れ
た
が
、
あ
ま
り
満
足
の
い
く
出
来
ば
え
で

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
つ
ぎ
に
ひ
ら
が
な
の
木
活
字
を
作
っ
て
み
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
こ
ろ
、

か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
た
ら
し
く
、
さ
っ
そ
く
同
一
五
九
一
年
に

0

0

0

0

0

0

0

、
日
本
文
の
『
ど

0

0

0

0

0

0

ち
り
い
な
・
き
り
し
た
ん
』
を
印
刷
さ
せ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
こ
れ
が
す
な
わ
ち
、
現
在
、
ヴ
ァ

チ
カ
ン
図
書
館
に
残
っ
て
い
る
加
津
佐
版
の
ド
チ
リ
ナ
で
あ
る
。」（
二
十
八
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
は
ひ
ら
が
な
本
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
海
老
沢
有
道
・
井
手
勝
美
・
岸
野
久
編
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
教
聖
書
』（
教
文

館
、
一
九
九
三
年
）
の
中
に
「
解
説
」
と
し
て
収
め
ら
れ
た
チ
ー
ス
リ
ク
「
キ
リ

シ
タ
ン
宗
教
文
学
の
霊
性
」
に
よ
れ
ば
「
一
五
九
二
年
に
は
天
草
で
宣
教
師
用
の

ロ
ー
マ
字
版
が
出
さ
れ
、
更
に
一
六
〇
〇
年
に
長
崎
で
か
な
り
訂
正
さ
れ
た
国
字

再
版
が
金
属
活
字
で
出
版
さ
れ
、ロ
ー
マ
字
版
も
出
さ
れ
た
。」（
同
書
、四
七
二
頁
）

と
あ
る
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
字
本
も
出
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
一
五
九
二
年
刊
と
一

六
〇
〇
年
の
ロ
ー
マ
字
本
は
海
老
沢
有
道
と
岸
野
久
に
よ
っ
て
校
註
作
業
が
施
さ

れ
、
前
者
が
「
第
九
、
他
の
つ
ま
を
恋
す
べ
か
ら
ず
。」（『
ド
チ
リ
イ
ナ
・
キ
リ
シ

タ
ン
』、
同
書
、
一
三
〇
頁
）、
後
者
が
「
第
九
。
他
の
つ
ま
を
恋
す
べ
か
ら
ず
。」

（『
ド
チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
』、
同
書
、
五
十
一
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

第
九
戒
に
関
し
て
は
後
者
に
お
い
て
別
の
箇
所
で
欄
外
の
頭
註
３
に
、「
妻
と
は
限

ら
ず
、
夫
を
も
意
味
す
る
の
で
、
あ
え
て
平
仮
名
で
示
す
。」（
同
書
、
五
十
六
頁
）

と
あ
る
。「
つ
ま
」
と
い
う
語
は
当
時
に
あ
っ
て
男
女
双
方
の
配
偶
者
を
指
し
た
よ

う
で
あ
る
。

 

　

こ
の
間
の
消
息
は
『
日
葡
辞
書
』
が
裏
書
き
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
福

島
邦
道
「
日
葡
辞
書
」
に
よ
れ
ば
、『
日
葡
辞
書
』
は
一
六
〇
三
年
に
本
編
が
、
一

六
〇
四
年
に
補
遺
が
長
崎
コ
レ
ジ
ヨ
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（『
日
本

キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』
教
文
館
、
一
九
八
八
年
、
一
〇
三
〇
頁
）。
同
辞
書
の 

ʻTçum
aʼ 

の
項
目
に
は
、「
ツ
マ
（
妻
・
夫
）
妻
、
す
な
わ
ち
結
婚
し
て
い
る
夫
人
。

ま
た
、
上
記
ほ
ど
正
し
い
言
い
方
で
は
な
い
が
、
夫
、
す
な
わ
ち
、
結
婚
し
て
い

る
男
子
の
意
。」（
土
井
忠
生
、
森
田
武
、
長
南
実
編
訳
『
邦
訳　

日
葡
辞
書
』
岩

波
書
店
、
一
九
八
〇
年
、
六
二
八
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
十
七
世
紀
の
初
頭
に
お

い
て
「
ツ
マ
」
と
い
う
日
本
語
は
女
性
の
配
偶
者
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
の
配
偶

者
を
も
意
味
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
更
に
は
、
室
町
時
代
語
辞
典
編
修
委
員
会

（
代
表
者
土
井
忠
生
）
編
『
時
代
別　

国
語
大
辞
典　

室
町
時
代
編
四
』
三
省
堂
、

二
〇
〇
〇
年
）
で
は
「
つ
ま
」
の
項
目
の
第
二
の
語
義
の
箇
所
で
、「
特
に
キ
リ
シ

タ
ン
で
、
キ
リ
ス
ト
と
の
一
致
を
婚
姻
に
な
ぞ
ら
え
、
キ
リ
ス
ト
は
花
婿
、
信
者

の
魂
は
花
嫁
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、『
御
つ
ま
』
の
言
い
方
で
、
キ
リ
ス
ト
を
指

し
て
い
う
。」（
三
省
堂
、
二
〇
〇
〇
年
、
八
十
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
御
つ
ま
」

と
い
う
語
は
キ
リ
ス
ト
自
身
を
指
し
た
よ
う
で
あ
る
。
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た

『
サ
カ
ラ
メ
ン
タ
提
要
』「
付
録
」
の
文
は
、「
こ
の
君
わ
が
た
め
に
御
命い

の
ちを

果
た
し

給
へ
ば
、
我
ま
た
こ
の
君
の
た
め
身し

ん

命み
ょ
うを

軽
ん
ず
べ
き
こ
と
本
意
た
り
と
へ
ど
も
、

か
へ
つ
て
御
二ふ

た

心ご
こ
ろな

き
確
か
な
る
ご
知
音
に
て
ま
し
ま
す
デ
ウ
ス
を
卑
し
め
奉
り

し
な
り
。
わ
が
御

0

0

0

夫0
つ
ま

に
て
ま
し
ま
す
こ
の
君
に
な
り
奉
り
し
約
束
を
た
が
へ
し
な

り
。」（
髙
祖
敏
明
編
著
『
キ
リ
シ
タ
ン
版
「
サ
カ
ラ
メ
ン
タ
提
要 

付
録
」―
影
印
・

翻
字
・
現
代
語
文
と
解
説
―
」
雄
松
堂
書
店
、二
〇
一
〇
年
、一
〇
三
頁
）
と
あ
る
。

『
サ
カ
ラ
メ
ン
タ
提
要
』「
付
録
」
は
一
六
〇
五
年
に
長
崎
コ
レ
ジ
ヨ
か
ら
刊
行
さ

れ
て
お
り
（
同
書
「
Ⅳ 

解
説
」、
一
六
四
頁
）、
そ
れ
は
「
ロ
ー
マ
教
会
全
体
が

歩
ん
で
い
た
時
代
の
方
向
性
に
逆
ら
う
こ
と
な
く
、
か
つ
、
日
本
と
い
う
特
殊
な

地
域
と
、
そ
こ
に
居
住
す
る
人
々
の
習
慣
や
心
得
を
も
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
編

ま
れ
た
作
品
」（
同
「
解
説
」、
一
八
七
頁
）
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
十
七
世
紀

初
頭
の
日
本
語
に
お
い
て
「
ツ
マ
」
と
い
う
語
が
男
性
の
配
偶
者
を
も
意
味
し
た

こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
十
七
世
紀
初
頭
当
時
に
お

い
て
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
第
九
戒
は
男
性
が
他
人
の
妻
を
思
い
描
く
こ
と
だ
け
で

な
く
、
女
性
が
他
人
の
夫
を
思
い
描
く
こ
と
を
も
禁
ず
る
こ
と
を
意
味
し
た
点
で
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近
代
的
な
色
彩
を
帯
び
、
明
末
中
国
の
第
九
戒
の
漢
訳
の
文
章
と
は
思
わ
ぬ
好
対

照
を
な
す
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
） 

原
文
は
「
第
六
誡
禁
人
行
邪
婬
。」（
二
十
三
葉
裏
）。
丁
福
保
編
纂
『
佛
学
大
辞

典
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
の
中
の
「
五
戒
」
の
項
目
の
箇
所
に
、「
三

不
邪0

婬0

戒
。
不
犯
有
看
守
者
也
。」（
五
五
三
頁
）
と
あ
る
。
仏
教
の
「
不
邪
婬
戒
」

は
「
在
家
信
者
の
た
め
に
制
せ
ら
れ
た
戒
」（
中
村
元
監
修
『
新
・
仏
教
辞
典
』
増

補
版
、
誠
信
書
房
、
一
九
八
〇
年
、
一
六
五
頁
）
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
五
戒
」
の

一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
妻
以
外
の
女
ま
た
は
夫
以
外
の
男
と
の
邪
し
ま
な
性
交

（
邪
淫
）」（
同
辞
典
、
一
六
五
頁
）
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

 

　
『
漢
語
大
詞
典
』
第
十
巻
に
「
邪
婬
」
の
語
が
掲
げ
ら
れ
、「
見
“
邪
淫
”。」（
五

九
二
頁
）
と
あ
り
、「
邪
淫
」
の
語
を
見
る
と
、
第
一
に
「
邪
悪
縦
逸
。」、
第
二
に

「
姦
淫
；
下
流
的
行
為
。」
第
三
に
「
中
医
指
致
病
的
因
素
、
即
風
、
寒
、
暑
、
湿
、

燥
、
火
六
淫
邪
気
。」
と
い
う
語
義
が
記
し
て
あ
る
（
五
九
二
頁
）。
こ
の
う
ち
、

教
要
解
略
で
は
第
二
の
語
義
が
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
用
例
を

見
る
と
、
そ
の
一
つ
に
凌
濛
初
の
『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
三
十
二
の
「
顕
報
施
臥

師
入
定
」
の
中
の
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
前
後
の
部
分
ま
で
合
わ
せ
る
と
、

「
心
中
想
着
臥
師
所
言
禍
福
之
報
、
好
生
驚
悟
、
對
門
氏
衟:

 『
我
只
因
見
你
姿
色
、

起
了
邪
心
、
却
被
胡
生
先
淫
媾
了
妻
子
。
這
是
我
的
花
報
。
胡
生
與
吾
妻
子
背
了

我
淫
媾
、
今
日
却
一
時
倶
死
、
你
歸
于
我
、
這
却
是
他
們
的
花
報
。
此
可
爲
妄
想

邪0

淫0

之
戒
！
先
歬
臥
師
入
定
轉
來
、
已
說
破
了
。
我
如
今
悟
心
已
起
、
家
業
雖
破
、

還
好
收
拾
撑
、
我
與
你
安
分
守
己
、
過
日
罷
了
。』
鐡
生
就
禮
拜
臥
師
爲
師
父
、
受

了
五
戒
、
戒
了
邪0

淫0

、
也
再
不
放
門
氏
出
去
游
蕩
了
。」（
王
古
魯
ヘ
錄
編
註
『
初

刻
拍
案
驚
奇
』
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
七
年
、
六
一
三
頁
―
六
一
四
頁
）
と

あ
る
。
物
語
は
元
の
時
代
に
鐡
鎔
と
胡
緩
と
い
う
仲
の
良
い
二
人
の
間
に
起
き
た

こ
と
が
ら
に
つ
い
て
で
あ
る
。
鐡
生
に
は
狄
氏
と
い
う
妻
、
胡
緩
に
は
門
氏
と
い

う
妻
が
い
た
。
鐡
生
は
門
氏
に
、
胡
生
は
狄
氏
に
思
い
を
抱
い
て
い
た
と
こ
ろ
が
、

先
に
胡
生
と
狄
氏
は
互
い
に
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
や
が
て
両
名
は
病
を
得
て

亡
く
な
る
。
そ
の
半
年
後
に
鐡
生
は
正
式
に
媒
酌
人
を
介
し
て
門
氏
を
娶
る
と
い

う
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
舞
台
が
元
代
の
沔
州
（
同
書
六
一
五
頁
の
註
〔
八
〕
に
よ

れ
ば
、
今
の
陜
省
の
沔
県
）
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
明
末
中
国
に
お
け
る
実
相

を
元
と
い
う
一
時
代
前
の
場
を
借
り
て
表
わ
し
た
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
出

来
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

 

　

こ
こ
で
は
正
式
な
配
偶
者
と
は
異
な
る
既
婚
者
間
の
交
渉
が
仏
教
の
「
邪
婬
戒
」

の
次
元
で
捉
え
返
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
既
存
の
道
徳
に
は
相
容
れ
な
い
行

為
は
天
に
よ
る
応
報
を
受
く
べ
き
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
的
な
社

会
倫
理
と
中
国
に
特
徴
的
な
天
に
よ
る
応
報
の
思
想
を
も
っ
て
こ
の
問
題
が
見
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
あ
ろ
う
。

 

　

従
っ
て
、
明
末
当
時
に
あ
っ
て
す
で
に
伝
統
的
な
中
国
の
価
値
観
を
も
っ
て
し

て
も
「
邪
婬
」
は
決
し
て
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
認
識
が
広
く
共

有
さ
れ
て
い
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

　

パ
ン
ト
ー
ハ
『
七
克   

三
』（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
天
學
初
函
』
所
収
）

巻
之
六
に
は
、「
一
夫
一
婦
。
正
也
。
外
此
萬
狀
。
悉
皆
邪
淫

0

0

。（
八
葉
表
）
と
あ

る
よ
う
に
、
明
末
の
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
、
一
夫
一
婦
の
正
式
な
婚
姻
関
係
に
な
い

者
の
異
性
間
の
交
わ
り
は
す
べ
て
「
邪
淫
」
と
見
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
三
） 

原
文
は「
則
邪
念
亦
宜
慎
矣
。」（
二
十
三
葉
表
）。『
漢
語
大
詞
典
』第
十
巻
に「
邪

念
」
と
い
う
語
が
掲
げ
ら
れ
、「
不
正
当
的
念
頭
」
と
い
う
語
義
が
記
さ
れ
て
い
る

（
五
九
〇
頁
）。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
用
例
の
中
に
凌
濛
初
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
巻

十
五
の
「
顧
提
控
掾
居
郎
署
」
の
中
の
文
が
あ
る
。
そ
の
前
後
の
部
分
ま
で
含
め

る
と
、「
自
此
江
愛
娘
只
在
顧
家
住
、
提
控
娘
子
與
他
如
同
親
姐
妹
一
般
、
甚
是
看

得
好
。
…
…
提
控
只
如
常
相
處
、
並
不
曾
起
一
毫
邪
念

0

0

、
說
一
句
戲
語
、
連
愛
娘

房
裏
、
脚
也
不
躧
進
去
一
歩
。」（
王
古
魯
蒐
錄
編
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
古
典
文
学

出
版
社
、
一
九
五
七
年
、
三
三
二
頁
）
と
な
る
。
更
に
、「
顧
提
控
掾
居
郎
署
」
の

中
に
は
別
の
箇
所
に
「
邪
念
」
の
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、「
徽
商
看
罷

衟:
『
籤
句
明
白
如
此
、
必
是
另
該
有
個
主
、
吾
意
決
矣
。』
雖
是
這
等
說
、
日
間

見
他
美
色
、
未
免
動
心
、
然
但
是
有
些
邪
念

0

0

、
便
覺
頭
疼
。
到
晩
來
走
近
床
邊
、

愈
加
心
神
恍
惚
、
頭
疼
難
支
。」（
同
書
、
三
三
七
頁
）
と
あ
る
。
舞
台
は
明
の
弘
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治
年
間
の
直
隷
太
倉
州
で
あ
る
。
餅
売
り
を
生
業
と
す
る
江
溶
と
そ
の
妻
が
い
た
。

役
人
の
顧
芳
は
江
溶
と
親
し
か
っ
た
。
或
る
日
、
江
溶
は
海
賊
の
廉
で
官
憲
に
捕

え
ら
れ
た
。
顧
芳
が
弁
護
し
た
こ
と
に
よ
り
冤
罪
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
江

溶
夫
妻
は
恩
に
感
じ
て
十
七
歳
で
一
人
娘
の
愛
娘
を
彼
の
妾
と
な
る
よ
う
に
夫
妻

の
も
と
に
送
っ
た
。
顧
芳
夫
妻
は
一
箇
月
の
間
愛
娘
を
手
厚
く
遇
し
た
後
、
江
溶

夫
妻
の
も
と
に
帰
し
た
。
や
が
て
江
溶
夫
妻
は
生
活
が
窮
迫
し
て
愛
娘
を
徽
州
商

人
に
妾
と
し
て
送
り
出
し
た
（
臼
井
佐
知
子
『
徽
州
商
人
の
硏
究
』（
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
五
年
）
が
引
用
す
る
同
十
五
巻
の
「
烏
紗
ミ
」
と
「
紅
綉
鞋
」
が
出
て
来

る
文
〔
一
五
五
頁
〕
に
関
し
て
、
古
典
文
学
出
版
社
の
注
〔
二
六
〕
に
は
「
形
容

徽
商
對
『
官
吏
』
和
『
女
色
』
方
面
、並
不
吝
惜
銀
子
。」〔
三
四
三
頁
〕
と
あ
る
）。

し
か
し
徽
州
商
人
は
義
父
と
し
て
愛
娘
に
接
し
、
大
官
の
韓
侍
郎
が
愛
娘
を
妾
と

し
て
娶
っ
た
。
そ
の
後
正
室
が
病
で
亡
く
な
り
、
夫
人
と
な
っ
た
愛
娘
―
訳
者
思

う
に
、
懷
效
鋒
點
校
『
大
明
律
』（
遼
瀋
書
社
、
一
九
八
九
年
）
巻
第
六
「
戸
律
三
」

「
婚
姻
」「
妻
妾
失
序
」
の
条
に
、「
妻
在
、
以
妾
爲
妻
者
、
杖
九
十
、
並
改
正
。」（
五

十
八
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
条
文
は
、
妻
亡
き
後
に
妾
を
妻
と
す
る
こ
と
を
法
的
に

可
と
す
る
こ
と
を
言
外
に
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
愛
娘
が
正
室

と
な
っ
た
の
は
こ
れ
に
拠
る
も
の
と
思
わ
れ
る
―
は
、
夫
の
韓
侍
郎
に
今
は
そ
の

配
下
に
あ
る
顧
芳
の
昔
日
の
逸
事
を
語
っ
た
。
話
を
聞
い
た
韓
侍
郎
は
こ
の
こ
と

を
朝
廷
に
奏
上
し
、
顧
廷
は
抜
擢
さ
れ
る
次
第
と
な
っ
た
。
以
上
が
あ
ら
す
じ
で

あ
る
。
こ
こ
で
「
邪
念
」
と
は
、
う
ら
若
い
乙
女
を
不
道
徳
な
行
為
に
よ
っ
て
知

ろ
う
と
す
る
男
性
の
衝
動
的
な
思
い
を
指
す
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

 

　

と
こ
ろ
で
、文
末
の
「
矣
」
は
、三
浦
勝
利
『
漢
文
を
読
む
た
め
の
助
字
小
字
典
』

（
内
山
書
店
、
一
九
九
六
年
）
に
よ
れ
ば
、「
語
気
詞
。
情
況
の
発
展
・
変
化
を
情

感
を
こ
め
て
叙
述
す
る
文
の
末
尾
に
用
い
る
。」（
四
頁
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
四
つ
の
用
法
を
有
す
る
。
こ
こ
で
は
第
二
の
「
そ
の
後
の
変
化
・
発
展
の

推
測
が
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
仮
定
の
複
文
の
後
の
文
に
用
い
る
こ
と
が

多
い
。」（
同
頁
）
と
い
う
も
の
が
該
当
す
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

前
の
部
分
を
承
け
て
、
以
下
の
こ
と
は
確
か
に
相
違
な
い
と
請
け
合
う
気
味
の
あ

る
語
気
詞
と
し
て
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
ま
い
か
。

 

　

ま
た
、学
研
『
漢
字
源
』（
藤
堂
明
保
他
編
） 

は 「
矣
」 

の 

解
字 

の
箇
所
で
、「
篆

文
Ａ
の
字
形
は
…
…
疑
の
字
の
左
側
の
部
分
と
同
じ
。
文
末
に
つ
く
「
あ
い
」
と

い
う
嘆
声
で
あ
り
、断
定
や
慨
嘆
の
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す
。」（
八
四
五
頁
）と
記
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
東
京
大
学
名
誉
教
授
で
中

国
思
想
史
が
ご
専
門
の
故
溝
口
雄
三
先
生
が
西
順
三
先
生
の
跡
を
襲
っ
て
三
年
ほ

ど
一
橋
大
学
教
授
を
お
務
め
に
な
ら
れ
た
最
後
の
年
の
演
習
に
出
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
折
、
先
生
を
中
心
に
三
名
ほ
ど
で
明
末
の
文
章
を
読
ん
で
い
た
。
公
安
派
の

文
人
袁
中
郎
の
文
章
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
そ
の
中
に
こ
の
「
矣
」
と
い
う

語
が
出
て
来
、
溝
口
先
生
は
す
っ
く
と
椅
子
か
ら
立
ち
上
が
り
、
研
究
室
の
小
さ

な
黒
板
に
白
墨
で
「
‼
」
と
書
き
、
こ
れ
が
こ
の
語
の
意
味
で
あ
る
と
教
え
て
く

だ
さ
っ
た
。
暗
い
研
究
室
の
中
で
見
た
生
気
充
溢
せ
る
先
生
の
在
り
し
日
の
お
姿

が
彷
彿
と
眼
前
に
浮
か
び
上
が
る
。
固
よ
り
三
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
り
、

今
と
な
っ
て
は
白
玉
楼
中
の
先
生
に
確
認
す
べ
く
も
な
い
。
敢
て
断
言
を
憚
か
る
。

（
四
） 

原
文
は
「
但
未
明
言
願
欲
根
本
之
地
。」（
二
十
三
葉
裏
）。『
漢
語
大
詞
典
』
第

十
二
巻
は
「
願
欲
」
と
い
う
語
を
掲
げ
、
語
義
を
「
志
願
、
欲
念
。」（
三
五
二
頁
）

と
し
、
用
例
の
一
つ
に
明
の
方
孝
孺
の
「
送
石
君
永
常
赴
河
南
僉
事
序
」
の
中
の

文
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
前
後
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
、「
余
執
盞
而
問
曰
。
河
南

天
下
之
要
地
。
治
郡
縣
緜
亘
數
千
里
。
而
憲
司
操
其
平
。
人
有
不
得
其
願
欲
4

4

者
。

必
赴
愬
焉
。
子
之
爲
政
也
。
奚
先
。」（
王
雲
五
主
編
國
學
基
本
叢
書
『
遜
子
齋
集
』

第
五
冊
、
壹
湾
商
務
院
書
館
、
一
九
六
八
年
、
四
一
三
頁
と
な
る
。
人
民
は
自
分

た
ち
の
願
い
や
望
み
が
か
な
え
ら
れ
な
い
と
、
訴
え
に
出
る
と
い
う
ほ
ど
の
意
味

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
願
欲
」
と
い
う
語
は
格
別
負
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
て
い

る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
人
が
ご
く
素
朴
に
願
い
望
む
と
こ
ろ
の
も
の

を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
袁
中
郎
の
「
山
居
小
話
」
に
「
故
以

世
人
願
欲

0

0

充
足
爲
樂
。」（
世
界
書
局
『
袁
中
郎
全
集
』〔
二
〇
一
〇
年
〕「
袁
中
郎

隨
筆
」、
四
十
九
頁
）
と
あ
る
の
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

 

　

デ
ィ
ア
ス
『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』（
江
寧
天
主
堂
）（
パ
リ
国
立
図
書
館
漢
籍
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第
七
一
九
二
番
）
の
巻
下
「
第
九
誡
。
毋
願
他
人
妻
。」
の
中
に
も
「
願
欲
」
の
用

例
が
認
め
ら
れ
、「
或
則
疑
曰
。
國
王
之
律
。
弗
罪
心
愆
畜
殺
於
心
。
弗
定
殺
罪
。

畜
盜
於
心
。
不
服
盜
刑
。
曷
爲
天
主
乃
禁
願
欲
4

4

。」（
八
十
九
葉
裏
）
と
あ
る
。
こ

こ
で
の
「
願
欲
」
は
心
の
志
向
す
る
と
こ
ろ
を
意
味
し
、 ʻvoluntasʼ

（
意
志
） 

の

漢
訳
語
と
し
て
も
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
こ
の
語
は
サ
ン
ビ

ア
ー
ゾ
『
霊
言
蠡
句
』
に
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
亞
呢
瑪
」
の
「
内
三
句
」
の
一
つ
「
愛

欲
」
の
語
を
想
起
さ
せ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

 

　

更
に
前
掲
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
七
克   

三
』
の
中
に
、「
身
形
不
從
理
。

則
宜
視
如
蹇
驢
。
鞭
策
之
。
痛
自
刻
責
。
减
疏
其
⻝
飯
。
增
其
勞
苦
。
拂
其
願
欲

0

0

。

用
以
抑
強
坊
邪
矣
。」（
巻
之
六
、
十
一
葉
表
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
負
の
欲
望
を
指

す
で
あ
ろ
う
。

 

　

次
に
、「
根
本
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
商
務
印
書
館
の
『
古
今
漢

語
詞
典
』
は
こ
の
語
を
掲
げ
、
第
二
の
語
義
を
「
比
喩
事
物
的
根
源
或
最
重
要
的

部
分
。」（
四
六
五
頁
）
と
し
、
用
例
の
一
つ
に
『
新
唐
書
』「
陸
贄
伝
」
の
中
の
文

を
挙
げ
て
い
る
（
同
頁
）。
そ
の
前
後
の
部
分
も
含
め
る
と
、「
マ
吿
乏
財
、
則
爲

算
室
廬
、
貸
商
人
、
設
諸
榷
之
科
、
日
日
以
甚
。
萬
有
一
如
朱
滔
、
李
希
烈
負
固

邊
壘
、
竊
發
都
甸
者
、
何
以
備
之
？   

夫
關
中
、
王
業
根
本

0

0

在
焉
。
豪
桀
之
在
關

中
者
、
與
籍
於
營
衞
不
殊
；
車
乘
之
在
關
中
者
、
與
列
於
廏
牧
不
殊
；
財
用
之
關

中
者
、
與
貯
於
帑
藏
不
殊
。
一
朝
有
急
、
可
取
也
。」（
中
華
書
局
本
『
新
唐
書
』

第
十
六
冊
、
四
九
一
三
頁
）
と
な
る
。『
新
唐
書
』
で
は
土
台
、
基
礎
、
拠
り
所
と

い
う
意
味
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

 

　

以
上
か
ら
、
教
要
解
略
の
中
の
「
願
欲
根
本
之
地
」
と
い
う
語
は
願
望
や
欲
求

が
生
じ
る
根
源
と
し
て
の
内
面
の
場
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ

な
い
で
あ
ろ
う
か
。

 

　

ま
た
、
島
田
虎
次
『
朱
子
学
と
陽
明
学
』（
岩
波
新
書
、
一
九
六
七
年
）
に
よ
れ

ば
、
朱
子
学
で
は
心
の
在
り
方
を
「
体
」
と
「
用
」
と
に
分
け
て
考
え
る
（
五
十

七
頁
）。「
体
」
は
「
未
発
」
の
「
性
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
本
然
の
性
」
と
「
気

質
の
性
」
に
分
か
れ
る
。
他
方
、「
用
」
は
「
已
発
」
の
「
情
」
で
あ
り
、
そ
れ
は

ま
た
「
情
」
と
「
欲
」
に
分
か
れ
る
（
九
十
三
頁
の
「
朱
子
学
の
諸
概
念
」
の
図

に
よ
る
）。
教
要
解
略
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
模
式
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
場
合
、こ
こ
で
の
「
願
欲
」
は
「
用
」
の
部
類
に
属
す
こ
と
に
な
り
、

「
願
欲
根
本
之
地
」
と
は
そ
の
「
体
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
漠
然
と
想
起

さ
せ
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

 

　

前
掲
『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』
は
質
問
へ
の
解
答
と
し
て
直
後
に
、「
釋
之
者
曰
。

以
是
可
揚
聖
敎
之
精
。
可
美
聖
敎
之
全
。
可
徵
聖
敎
於
世
○
○
○
。
○
○
（
以
上

五
文
字
判
読
困
難
）
形
鏡
。
止
治
人
外
。
聖
敎
神
鏡
。
自
外
逹
内
。
立
法
之
○
○

○
○
○
。
○
○
（
以
上
七
文
字
判
読
困
難
）
人
志
。
人
心
攸
藏
。
何
縁
施
罰
。
刑

既
莫
加
。
曷
設
禁
法
。
天
主
不
然
。
聰
明
睿
智
。
無
不
炤
臨
。
人
慝
雖
秘
。
弗
遁

其
鑒
。
國
君
立
法
。
專
務
治
安
。
民
不
戕
害
。
民
不
竊
奪
。
民
不
欺
誑
。
民
不
越
倫
。

雖
有
非
心
。
號
之
至
治
。
天
主
不
然
。
形
神
倶
飭
。
乃
稱
全
守
。
知
主
賞
守
。
知

主
罰
背
。
毋
曰
心
慝
而
姑
自
肆
哉
。」（
八
十
九
葉
裏
―
九
十
葉
表
）
と
述
べ
る
。

宋
代
以
降
の
内
面
重
視
の
儒
教
の
流
れ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
内
面
省
察
の
教
義
と
い

み
じ
く
も
照
応
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
五
） 

原
文
は
「
人
或
不
能
杜
於
未
萌
也
。」（
二
十
三
葉
裏
）。『
漢
語
大
詞
典
』
第
四

巻
に
「
未
萌
」
の
語
が
掲
げ
ら
れ
、「
指
事
情
発
生
以
前
。」（
六
九
〇
頁
）
と
語
義

が
示
さ
れ
て
い
る
。
用
例
の
一
つ
に
、
紀
昀
『
閲
微
草
堂
筆
記
』
巻
五
「
灤
陽
消

夏
録
」
の
中
の
文
を
用
例
に
挙
げ
て
い
る
（
六
九
〇
頁
）。
そ
の
前
後
の
部
分
ま
で

含
め
る
と
、「
此
案
非
一
日
之
故
矣
。
方
其
初
萌
、
褫
一
官
、
竄
流
一
二
吏
、
即
可

消
患
於
未
萌

0

0

。
某
公
博
忠
厚
之
名
、養
癰
不
治
、久
而
潰
裂
、吾
輩
遂
遘
其
難
。」（
上

海
古
籍
出
版
社
『
閲
微
草
堂
筆
記
』、
二
〇
一
〇
年
、
六
十
三
頁
）
と
な
る
。
同
筆

記
で
は
内
面
の
消
息
で
は
な
く
、
外
的
事
情
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
用
例

も
同
じ
よ
う
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
教
要
解
略
の
用
例
は
独
自
の
用
法
と
な
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

 

　
「
杜
」
に
つ
い
て
は
、
藤
堂
明
保
編
『
学
研   

漢
和
大
字
典
』（
学
習
研
究
社
、

一
九
七
八
年
）
は
字
義
の
第
二
の
箇
所
に
、「
と
ざ
す
。
と
じ
る
。
出
入
り
口
を
し

め
て
中
に
こ
も
る
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
す
る
。」（
六
二
九
頁
）
と
記
す
。
こ
こ
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で
は
、
心
の
門
を
閉
じ
て
欲
望
が
外
に
出
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
　

現
代
「
ド
イ
ツ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
旧
約
学
者
」（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
『
キ
リ
ス

ト
教
人
名
辞
典
』、
七
三
二
頁
）
で
あ
る
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ
ラ
イ
ナ
ー
は
自
著
『
十

戒
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
』（Die Zehn Gebote im

 Leben des Gottesvolks, 
1966

）（
酒
井
一
郎
、
酒
井
宗
代
訳
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
一
九
九
二
年
）

の
第
五
章
「
基
本
的
生
活
権
の
保
証
」
の
「
５　

第
九
戒
『
あ
な
た
は
隣
人
の
妻

を
む
さ
ぼ
っ
て
は
な
ら
な
い
。』」
の
箇
所
で
、「
こ
う
し
て
第
九
戒
の
内
容
が
、
姦

淫
の
禁
止
令
で
あ
る
第
六
戒
と
重
複
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
が
提
起

さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
…
…
二
つ
の
面
で
第
九
戒
の
内
容
は
第
六
戒
の
そ
れ

を
越
え
て
い
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
第
九
戒
に
は
ま
ず

0

0

0

0

0

0

0

、
姦
淫
の
行
為
に
先

0

0

0

0

0

0

0

立
つ
人
間
の
内
な
る
欲
望
の
す
べ
て
も
包
含
さ
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
動
詞
に
は
、
い
み
じ

く
も
『
ハ
ー
マ
ド
』
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
動
詞
は
、創
世
記
三
章
六
節
（
同

二
の
九
、
ヨ
シ
ュ
ア
記
七
の
三
参
照
）
で
は
、
欲
す
る
対
象
に
見
ほ
れ
る
こ
と
や

そ
の
対
象
の
感
性
的
魅
力
と
関
連
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
第
九
戒
で
用
い
ら
れ
る

に
は
格
好
の
語
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
制
御
の
き
か
な
い
官
能
的
快
楽
や
自
制
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

き
な
い
感
覚
的
欲
求
も
禁
じ
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。」（
一
五
四
頁
―
一
五
五
頁
）
と
述
べ
て
い

る
。
第
九
戒
は
人
間
の
内
的
欲
望
の
こ
と
が
ら
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
点
で
第
六

戒
と
異
な
る
と
い
う
指
摘
は
、
明
末
の
教
要
解
略
の
解
説
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、「
願
欲
」
と
い
う
語
は
一
義
的
に
感
覚
的
次
元
の
負
の
欲
望
を
特
定
す
る
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
シ
ュ
ラ
イ
ナ
ー
の
説
明
と
は
完
全
に
重

な
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
六
） 

原
文
は
「
盖　

天
主
生
人
。
隂
陽
配
合
。
各
有
本
對
。」（
二
十
三
葉
裏
）。『
漢

語
大
詞
典
』
第
十
一
巻
は
「
陰
陽
」
の
語
を
掲
げ
、
第
三
の
語
義
の
箇
所
で
「
古

代
指
宇
宙
間
貫
通
物
質
和
人
事
的
両
大
対
立
面
。（
一
〇
二
九
頁
）
と
記
し
、
全
部

で
十
八
組
の
対
立
項
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
十
番
め
が「
男
女
。」（
同
頁
）で
あ
る
。

そ
の
中
の
用
例
の
一
つ
が
帰
有
光
「
貞
女
論
」
の
中
の
文
で
あ
る
。
そ
の
後
ろ
の

部
分
ま
で
含
め
る
と
、「
陰
陽

0

0

配
偶
、
天
地
之
大
義
也
。
天
下
未
有
生
而
無
偶
者
、

終
身
不
㊜
、
是
乖
陰
陽

0

0

之
氣
、
而
傷
天
地
之
和
也
。」（
周
本
淳
校
点
『
震
川
先
生

集   

上
』
巻
之
三
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
五
十
九
頁
）
と
な
る
。

ま
た
、『
漢
語
大
詞
典
』
第
九
巻
は
「
配
合
」
の
語
を
掲
げ
、
第
一
の
語
義
の
箇
所

に
「
謂
成
為
夫
婦
。」（
一
三
九
一
頁
）
と
記
し
、
用
例
の
一
つ
に
李
漁
『
奈
何
天
』

「
調
美
」
の
中
の
文
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
前
後
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
、「
只
因

我
家
相
公
是
箇
有
名
的
才
子
、
昨
日
相
中
的
那
房
姫
妾
、
又
是
箇
絶
代
的
佳
人
、

這
一
男
一
女
若
還
配
合

0

0

起
来
、
竟
是
普
天
之
下
、
第
一
対
好
夫
妻
了
。
誰
想
姻
縁

不
偶
、又
有
変
卦
出
来
。」（
黄
天
驥
、欧
陽
光
選
注
『
李
笠
翁
喜
劇
選
』
岳
麓
書
社
、

一
九
八
四
年
、
三
五
八
頁
）
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
「
陰
陽
」
と
「
配
合
」
と
い
う

語
に
つ
い
て
教
要
解
略
中
の
語
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
用
例
で
あ
る
と
い
う
点
で
興
味

深
い
。
特
に
、
前
者
の
帰
有
光
の
「
貞
女
論
」
の
中
の
文
は
、
婚
姻
が
証
明
を
要

さ
ぬ
自
明
の
天
地
の
大
原
理
で
あ
る
と
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
伝
統
的
な
中
国

思
想
の
範
式
に
依
拠
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
七
） 

原
文
は
「
他
人
之
妻
。
ホ
曰
人
合
。
實
天
主
前
定
之
矣
。」（
二
十
三
葉
裏
）。
こ

こ
で
の
文
末
の
「
矣
」
は
、
注
（
三
）
の
「
則
邪
念
亦
宜
慎
矣
。」
の
「
矣
」
と
基

本
的
に
同
一
の
用
法
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
文
末
に
感
嘆
符
を
置
い
て
み
た
。

 

　
『
漢
語
大
詞
典
』
第
二
巻
は
「
天
合
」
の
語
を
掲
げ
（
一
四
一
四
頁
）、周
密
『
齊

東
野
語
』
巻
九
「
義
絶
合
離
」
の
中
の
文
を
用
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
前
後
の

部
分
ま
で
含
め
る
と
、「
陳
伯
玉
振
孫
時
以
倅
攝
郡
、
獨
謂:

『
父
子
天
合
、
夫
婦

人
合

0

0

；
人
合

0

0

者
、
恩
義
有
虧
則
已
矣
。
…
。』」（
張
茂
鵬
點
校
『
齊
東
野
語
』
中
華

書
局
、
一
九
八
三
年
、
一
四
七
頁
）
と
あ
る
。
親
子
関
係
を
「
天
合
」、
夫
婦
関
係

を
「
人
合
」
と
し
て
い
る
。
教
要
解
略
中
の
「
人
合
」
と
い
う
語
は
こ
の
よ
う
な

考
え
方
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

 
　

と
こ
ろ
が
、
仁
井
田
陞
『
中
国
の
法
と
社
会
と
歴
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七

年
）
第
十
章
「
家
族
と
婚
姻
」
第
七
八
節
「
離
婚
」
で
は
、「
中
国
で
も
古
く
か
ら

夫
婦
は
『
天
合

0

0

』
つ
ま
り
『
天
の
合
わ
せ
た
も
の
』（
詩
経
）
と
い
わ
れ
て
き
た
。

…
天
合

0

0

と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
結
局
、
夫
を
拘
束
せ
ず
妻
だ
け
を
制
約
し
た
。」（
九

十
一
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
正
反
対
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
森
本
角
蔵
編

―133―
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『
五
經
索
引
』
第
三
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
〇
年
増
補
版
）
に
は
『
詩
経
』
の
中

の
「
天
」
の
用
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
（
二
五
三
頁
―
二
五
四
頁
）。
そ
の
一
例
に
、

「
天
作
之
合
」
と
い
う
文
句
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
二
五
三
頁
）。『
詩
経
』
巻
第
十

六
「
大
明
」
に
は
「
天
監
在
下
、有
命
既
集
。
文
王
初
載
、天
作
之
合

0

0

0

0

。
在
洽
之
陽
、

在
渭
之
涘
。」（
十
三
經
注
疏
整
理
本
第
四
冊
『
毛
詩
正
義
』
北
京
大
學
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
、
一
一
三
五
頁
）
と
あ
る
。
石
川
忠
久
『
詩
経   

下
』（
明
治
書
院
新

釈
漢
文
大
系
第
一
一
二
巻
、二
〇
〇
〇
年
）
で
は
篠
田
幸
夫
氏
は
該
当
箇
所
を
、「
上

天
は
天
下
を
ご
覧
に
な
り
、
天
命
を
周
に
降
し
た
。
天
は
王
が
生
ま
れ
て
ま
も
な

く
、
お
妃
を
お
決
め
に
な
っ
た
。
洽
水
の
北
で
、
渭
水
の
ほ
と
り
で
、
婚
礼
を
行
っ

た
。」（
六
十
七
頁
）
と
訳
す
。

 

　

吉
川
幸
次
郎
氏
に
よ
れ
ば
「
周
王
朝
の
創
始
者
文
王
姫
昌
で
あ
っ
て
、
文
王

と
諡

お
く
り
なさ

れ
る
ご
と
く
、
文
明
の
創
始
者
」（
朝
日
新
聞
社
中
国
古
典
選
３
『
論
語

（
上
）』、
一
九
七
八
年
、
二
九
一
頁
）
で
あ
る
と
こ
ろ
の
文
王
の
婚
姻
は
特
別
の
事

例
で
あ
る
。
伝
統
的
に
中
国
で
は
夫
婦
は
「
人
合
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
対
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
す
べ
て
の
夫
婦
の
結
合
は

あ
ら
か
じ
め
神
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
も
の
と
い
う
新
た
な
見
方
を
明
末
中
国
の

人
々
に
指
し
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
天
主
前
定
之
」
と
い
う
短
い
言
葉
の
中
に

キ
リ
ス
ト
教
のʻProvidentia divinaʼ

（
摂
理
）（
小
林
珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト
教

用
語
辞
典
』
東
京
堂
書
店
、
一
九
五
四
年
、
三
一
三
頁
）
と
い
う
概
念
が
凝
縮
さ

れ
た
形
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
八
） 

原
文
は
「
我
乃
願
之
。
逆   

天
主
之
命
而
妄
意
邀
求
。」（
二
十
三
葉
裏
）。「
妄

意
邀
求
」
と
は
主
な
る
神
の
定
め
た
と
さ
れ
る
こ
と
が
ら
に
逆
ら
っ
た
形
で
非
理

性
的
に
自
己
の
欲
望
を
追
求
し
よ
う
と
い
う
態
度
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
九
） 

原
文
は
「
種
種
惡
行
。
自
此
起
矣
。」（
二
十
三
葉
裏
―
二
十
四
葉
表
）。
こ
こ
で

の
「
矣
」
は
『
角
川   

大
字
源
』
の
「
助
字
解
説
」
に
よ
れ
ば
、「
文
尾
に
置
か
れ
、

㋐ 

強
い
断
定
の
気
持
ち
を
表
す
。
焉
・
也
に
同
じ
。
強
さ
の
度
は
矣
・
也
・
焉
の

順
。」（
二
一
一
八
頁
）
と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

 

　

フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
『
敎
要
序
論
』
も
第
九
戒
の
箇
所
で
、「
萬
罪
之
根
、
皆
由
念

起
。」（
パ
リ
国
立
図
書
館
漢
籍
第
六
九
七
二
番
、
十
八
葉
裏
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
十
） 

原
文
は
「
是
爲
禍
梯
。」（
二
十
四
葉
表
）。『
漢
語
大
詞
典
』
第
七
巻
は
「
禍
梯
」

の
語
を
掲
げ
、
語
義
の
箇
所
に
「
猶
禍
階
。
謂
禍
之
所
由
来
。」（
九
三
六
頁
）
と

記
し
、
用
例
の
一
つ
に
『
史
記
』「
趙
世
家
」
の
中
の
文
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
前

の
部
分
ま
で
含
め
る
と
、「
李
克
謂
肥
義
曰:

 『
…
…
子
任
重
而
勢
大
、
亂
之
所
始
、

禍
之
所
集
也
、
子
必
先
患
。
仁
者
愛
萬
物
而
智
者
備
禍
於
未
形
、
不
仁
不
智
、
何

以
爲
國
？
子
奚
不
稱
疾
毋
出
、
傳
政
於
公
子
成
？
毋
爲
怨
府
、
毋
爲
禍
梯

0

0

。』」（
中

華
書
局
本
『
史
記
』
第
六
冊
、
一
八
一
三
頁
）
と
な
る
。
角
川
『
中
国
語
大
辞
典
』

は
第
一
冊
に
「
禍
梯
」
の
語
を
掲
げ
、 

ペ 

と
い
う
記
号
を
附
し
て
い
る
（
一
三
九

六
頁
）。「
符
号
・
略
語
表
」
に
よ
れ
ば
、
ペ 

は
「
書
面
語
・
文
言
語
」（〔
十
一
頁
〕）

で
あ
る
。
教
要
解
略
中
の「
禍
梯
」と
い
う
語
は
古
典
に
典
拠
の
あ
る
語
で
あ
っ
て
、

現
代
に
至
る
ま
で
書
き
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
十
一
）
原
文
は
）「
罪
不
重
哉
。」（
二
十
四
葉
表
）。
文
末
の
「
哉
」
は
前
掲
『
助
字
小

字
典
』
の
載
せ
る
三
つ
の
意
味
の
う
ち
、
第
二
の
「
疑
問
詞
の
何
・
安
・
豈
な
ど

と
呼
応
し
て
、反
問
を
表
す
。」（
十
七
頁
）に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

但
し
、
教
要
解
略
の
文
に
は
「
哉
」
が
呼
応
す
る
と
こ
ろ
の
疑
問
詞
は
見
当
た
ら

な
い
。

（
十
二
）
原
文
は
「
此
願
之
始
終
。
畧
有
三
級
。」（
二
十
四
葉
表
）。

（
十
三
）
原
文
は
「
其
初
或
魔
屬
使
之
發
於
一
倪
。」（
二
十
四
葉
裏
）。

（
十
四
）
原
文
は
「
所
謂
念
頭
者
是
也
。」（
二
十
四
葉
表
）。『
漢
語
大
詞
典
』
第
七
巻
は

「
念
頭
」
と
い
う
語
を
掲
げ
（
四
二
三
頁
）、
第
一
に
「
心
思
。」（
同
頁
）、
第
二
に

「
主
意
。」（
同
頁
）、
第
三
に
「
想
法
。」（
同
頁
）
と
い
う
語
義
を
記
し
て
い
る
。

教
要
解
略
中
の
語
は
第
一
と
第
二
の
語
義
が
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
前
者
で
は
用

例
の
一
つ
に
『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
十
三
の
中
の
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

前
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
、「
如
今
且
說
一
段
不
孝
的
故
事
、
從
前
寡
見
、
近
世
罕

聞
。
正
德
年
間
松
江
討
城
、有
一
富
民
姓
嚴
、夫
妻
兩
口
兒
過
活
、三
十
歳
上
無
子
、

求
神
拜
佛
、
無
時
無
處
、
不
將
此
事
、
掛
在
念
頭

0

0

上
。」（
前
掲
『
初
刻
拍
案
驚
奇
』、

（
二
三
一
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
後
者
で
は
用
例
の
一
つ
に
『
紅
楼
夢
』
巻
一
一
七
の
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中
の
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
前
後
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
、「
賈
芸
聴
了
、

便
知
是
那
回
看
家
的
时
候
起
的
念
頭

0

0

、
想
来
是
勧
不
過
来
的
了
、
便
合
賈
薔
商
議

道:

」（
啓
功
等
注
釈
『
紅
楼
夢
』
下
冊
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
、
一
三
二
〇

頁
）
と
な
る
。
巻
一
一
七
に
は
そ
の
前
に
も
「
念
頭
」
の
用
例
が
認
め
ら
れ
、「
若

是
他
知
道
了
、
又
要
吵
着
出
家
的
念
頭

0

0

出
来
了
。」（
一
三
一
五
頁
）
と
あ
る
。「
念

頭
」
と
い
う
語
自
身
は
内
容
的
に
は
中
性
的
で
あ
ろ
う
。

 

　

前
掲
デ
ィ
ア
ス
『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』
で
は
、「
宜
先
絕
淫
願
二
原
。」（
巻
之

下
、
八
十
九
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、
他
者
の
妻
へ
の
欲
望
に
は
二
つ
の
原
因
が

あ
る
と
す
る
。
一
つ
は
「
不
潔
之
念
」（
同
巻
、
同
葉
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
教
要
解

略
中
の
「
念
頭
」
に
当
た
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
は
、「
耳
。
目
。

口
。
三
司
」（
同
巻
、
同
葉
）、
す
な
わ
ち
肉
体
の
感
覚
器
官
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
教
要
解
略
は
言
及
し
て
い
な
い
。
十
誡
直
詮
に
は
、「
人
不
愼
守
外
司
。
棼

聽
雜
言
。
淆
亂
以
視
。
心
之
尤
汚
。
必
從
此
起
。
三
司
吾
靈
門
也
。
收
視
于
目
。

如
障
蔀
焉
。
却
聽
於
耳
。
如
塞
纊
焉
。
訥
言
於
口
。
如
括
囊
焉
。
吾
靈
之
仇
。
交

盟
攻
我
。
無
竇
得
入
。
譬
之
主
人
。
祈
保
其
身
。
祈
固
其
財
。
塞
彼
扃
戸
。
守
彼

門
牖
。
賊
乃
無
徑
。
守
身
既
然
。
守
靈
亦
爾
。
藏
欲
於
心
。
不
見
於
行
。
上
主
降
罰
。

奚
必
貳
疑
。」（
同
巻
、
八
十
九
葉
裏
）
と
あ
る
よ
う
に
、
感
覚
器
官
を
欲
望
を
誘

発
す
る
機
縁
と
な
る
も
の
か
ら
絶
縁
す
る
よ
う
に
勧
め
る
。

（
十
五
）
原
文
は
「
次
則
忻
喜
之
矣
。」（
二
十
四
葉
表
）。

（
十
六
）
原
文
は
「
又
次
之
則
實
願
其
婬
媾
矣
。」（
二
十
四
葉
表
）。
漢
語
大
詞
典
、
大

漢
和
辞
典
の
中
に
こ
の
語
は
単
語
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
角
川
『
中

国
語
大
辞
典
』
第
二
冊
は
「
淫
媾
」
と
い
う
語
を
掲
げ
、「
ベ
」
と
い
う
符
号
を
附

し
て
い
る
の
で
（
三
七
二
三
頁
）、
こ
の
語
は
「
旧
白
話
語
彙
」
の
部
類
に
属
す
る

の
で
あ
ろ
う
。
用
例
は
注
（
二
）
に
引
用
し
た
『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
の
文
の
中
に
も
、

「
我
只
因
見
你
姿
色
、
起
了
邪
心
、
却
被
胡
生
先
淫
媾

0

0

了
妻
子
。
這
是
我
的
花
報
。

胡
生
與
吾
妻
子
背
了
我
淫
媾

0

0

、
今
日
却
一
時
倶
死
、
你
歸
于
我
、
這
却
是
他
們
的

花
報
。」（
同
書
、
六
一
三
頁
）
と
あ
る
。
語
義
の
ほ
う
は
穿
鑿
す
る
ま
で
も
な
い
。

（
十
七
）
原
文
は
「
善
持
誡
者
。
或
於
念
頭
初
起
時
禁
之
。
或
於
忻
喜
時
禁
之
。
或
實

願
時
禁
之
。」（
二
十
四
葉
表
）。「
持
誡
」
は
仏
教
用
語
の
「
持
戒
」
に
拠
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
前
掲
丁
福
保
『
佛
学
大
辞
典
』
の
「
持
戒
」
の
項
目
に
は
、「
六
度

之
一
。
受
持
戒

0

0

律
而
不
犯
觸
也
。」（
八
三
一
頁
）
と
あ
る
。

（
十
八
）
原
文
は
「
其
間
負
罪
有
深
淺
。」（
二
十
四
葉
表
）。『
漢
語
大
詞
典
』
第
十
巻
は

「
負
罪
」
の
語
を
掲
げ
、
語
義
の
箇
所
に
「
獲
罪
；
背
上
罪
名
。」（
七
十
四
頁
）
と

記
し
て
い
る
。
用
例
の
中
の
一
つ
に
『
左
伝
』「
昭
公
二
十
五
年
」
の
中
の
文
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
前
後
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
、「
孟
氏
使
登
西
北
隅
、
以
望

季
氏
、
見
叔
孫
氏
之
旌
、
以
告
。
孟
氏
執
郈
昭
伯
、
殺
之
于
南
門
之
西
、
遂
代
公
徒
。

子
家
子
曰:

『
諸
臣
僞
劫
君
者
、
而
負
罪

0

0

以
出
、
君
止
。
意
如
之
事
君
也
、
不
敢

不
改
。』」（『
春
秋
左
傳
正
義
』〔
杜
預
注
、
孔
穎
達
正
義
〕
巻
第
五
十
一
〔
十
三
經

注
疏
整
理
本
第
十
九
冊
、
一
六
八
一
頁
―
一
六
八
二
頁
〕）
と
本
文
が
あ
り
、「
正

義
曰:

子
家
子
以
爲
公
本
意
自
伐
季
氏
、
非
是
諸
臣
所
劫
。
今
子
家
意
欲
得
令
諸

臣
等
僞
作
劫
君
以
伐
季
氏
者
、
令
負
罪

0

0

而
出
、
君
自
可
止
住
。」（
一
六
八
二
頁
）

と
な
っ
て
い
る
。
角
川
『
中
国
語
大
辞
典
』
上
冊
は
こ
の
語
を
載
せ
、「
ペ
」
い
う

符
号
を
附
し
て
い
る
（
九
七
五
頁
）。「
負
罪
」
と
い
う
教
要
解
略
中
の
語
は
経
書

に
典
拠
を
有
し
、
現
代
尚
用
い
ら
れ
る
「
書
面
語
・
文
言
語
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

 

　

第
九
戒
の
罪
に
関
し
て
、前
掲
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
『
敎
要
序
論
』
の
「
十
誡
條
目
」

「
九
毋
願
他
人
妻
」
の
項
目
の
箇
所
に
、「
今
分
别
言
之
。
有
四
項
。
一
。
有
邪
淫

之
念
。
不
拘
魔
誘
。
或
本
身
偶
然
所
起
。
若
速
撲
滅
不
少
存
畱
不
但
無
罪

0

0

。
且
有

克
邪
之
功
。
一
。
邪
淫
之
念
。
存
畱
於
心
雖
不
ボ
欣
喜
。
但
未
退
除
。
是
爲
有
罪

0

0

。

一
。
若
欣
喜
。
想
戀
此
念
。
だ
有
大
罪

0

0

。
一
。
若
不
但
欣
想
。
心
中
定
願
。
要
見

于
行
其
罪
更
大
。」（
十
八
葉
裏
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
第
九
戒
に
関
す
る
罪
の
重

さ
が
「
無
罪
」、「
有
罪
」、「
大
罪
」
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

 
　

前
掲
『
七
克   

三
』
に
は
、「
夫
初
發
之
念
。
是
不
在
我
。
ホ
聖
賢
難
悉
免
之
。

又
非
我
所
能
豫
坊
。
不
爲
罪
也
。
淫
念
動
。
我
或
樂
想
之
。
或
欲
從
之
。
乃
成
爲

罪
焉
。」（
巻
之
六
、
七
葉
裏
）
と
あ
る
よ
う
に
、
心
に
生
じ
る
欲
念
へ
の
同
意
の

有
無
が
有
罪
と
無
罪
の
分
岐
点
と
さ
れ
る
。
加
え
て
、前
掲『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』

に
「
孰
知
念
之
初
動
。
機
不
係
我
。
及
其
既
覺
。
勿
忻
勿
從
。
彊
毅
以
禦
。
我
貞
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彌
純
。
我
功
彌
固
。
覺
而
悦
順
。
罪
則
成
矣
。」（
巻
之
下
、
八
十
九
葉
表
）
と
あ

る
よ
う
に
、
同
様
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
小
林
珍
雄
編
『
キ
リ

ス
ト
教
百
科
事
典
』（
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
）
に
記
さ
れ
る
「
知
り
つ
つ
、
自
由
意
思

を
も
っ
て
良
心
に
そ
む
く
こ
と
。」（
一
一
三
五
頁
）
と
い
う
罪
の
定
義
と
合
致
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
内
面
の
省
察
を
重
視
す
る
宋
学
以
降
の
儒
教
の
傾
向
と

共
鳴
し
合
う
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
十
九
）
原
文
は
「
悔
罪
有
遲
速
。」（
二
十
四
葉
表
）。『
漢
語
大
詞
典
』
第
七
巻
は
「
悔

罪
」
の
語
を
掲
げ
、
語
義
の
箇
所
に
「
悔
恨
自
己
的
罪
過
。」（
五
四
八
頁
）
と
記

し
て
い
る
。
用
例
の
一
つ
に
馮
夢
龍
『
警
世
通
言
』
第
十
五
巻
「
金
令
史
美
婢
酬

秀
童
」
の
中
の
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
前
後
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
、「
上

帝
因
你
有
這
衟
奏
章
、
在
天
曹
日
記
簿
上
査
你
的
喜
惡
。
你
自
開
解
庫
、
爲
富
不

仁
、
輕
兌
出
、
重
兌
入
、
水
絲
出
、
足
紋
入
、
兼
將
解
下
的
珠
寶
、
但
揀
好
的
都

換
了
自
用
。
…
…
你
奏
章
中
全
無
悔
罪

0

0

之
言
、
多
是
自
誇
之
語
、
已
命
雷
部
於
卽

だ
日
焚
燒
汝
屋
、
蕩
燬
你
的
家
私
。
我
只
爲
感
你
一
狗
之
惠
、
求
寛
至
十
日
、
上

帝
不
允
。」（
厳
敦
易
校
注
『
警
世
通
言   

上
』
人
民
大
学
出
版
社
、
一
九
五
六
年
、

二
〇
一
頁
）
と
な
る
。
こ
こ
で
は
「
悔
罪
」
と
い
う
語
が
中
国
の
宗
教
に
お
い
て

超
越
的
存
在
で
あ
る
「
上
帝
」
と
の
関
係
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
興
味
深

い
。
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
有
す
る
罪
の
悔
い
改
め
と
い
う
概
念

が
白
話
文
学
の
世
界
に
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
て
取
れ
る
こ
と
は
中
国
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
に
と
っ
て
意
義
が
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
二
十
）
原
文
は
「
賞
罰
有
輕
重
。」（
二
十
四
葉
表
）。『
漢
語
大
詞
典
』
第
十
巻
で
は
「
賞

罰
分
明
」
と
い
う
語
が
掲
げ
ら
れ
（
二
五
七
頁
）、用
例
と
し
て
『
漢
書
』「
張
敞
伝
」

の
中
の
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
後
ろ
の
部
分
ま
で
含
め
る
と
、「
敞
爲
人
敏
疾
、

賞
罰
分
明

0

0

0

0

、
見
惡
輒
取
、
時
時
越
法
縱
舎
、
有
足
大
者
。
其
治
京
兆
、
略
循
趙
廣

漢
之
迹
。
方
略
耳
目
、
發
伏
禁
姦
、
不
如
廣
漢
、
然
敞
本
治
春
秋
、
以
經
術
自
輔
、

其
政
頗
雜
儒
雅
、
往
往
表
賢
顯
善
、
不
醇
用
誅
罰
、
以
此
能
自
全
、
竟
免
於
刑
戮
。」

（
巻
七
十
六
、
中
華
書
局
本
第
十
冊
、
三
二
二
二
頁
）
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
賞

罰
分
明
」
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
教
要
解
略
の
「
輕
重
」
の
語
は
解
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
十
一
）
原
文
は
「
均
莫
迯
於   

天
主
之
判
也
。」（
二
十
四
葉
表
）。

（
二
十
二
）原
文
は「
愼
勿
曰
人
所
不
知
己
獨
知
也
。
遂
不
及
致
嚴
焉
。」（
二
十
四
葉
表
）。

（
二
十
三
）
原
文
は
「
或
曰
。
於
娼
何
如
。」（
二
十
四
葉
表
）。
柳
素
平
『
晩
明
名
妓
文

化
研
究
』（
武
漢
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
明
末
に
お
い
て
北
京

と
南
京
が
妓
女
の
活
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
（
六
十
九
頁
）。
こ
の
う
ち
南
京
が
第
一

で
あ
っ
た
。
南
京
で
は
三
年
に
一
度
の
郷
試
が
行
な
わ
れ
、
そ
こ
に
受
験
生
が
大

挙
し
て
集
ま
り
、
彼
ら
が
妓
楼
の
客
と
な
っ
た
（
九
十
頁
）。
ま
た
、
明
末
の
江
南

地
区
は
海
内
の
名
士
を
呼
び
よ
せ
（
四
十
二
頁
―
四
十
三
頁
）、
彼
ら
も
ま
た
青
楼

の
宴
に
集
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
四
十
五
頁
、
五
十
頁
）。
南
京
は
明
末
中
国
に
お
い

て
遊
廓
の
中
心
地
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
問
い
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

（
二
十
四
）原
文
は「
曰
。
娼
ホ
無
夫
。
天
主
生
之
。
實
非
爲
爾
妻
也
。」（
二
十
四
葉
表
）。

「
天
主
生
之
。」
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
言
う
と
、
神
が
遊
廓
の
場
で
働
く
女
性
を

造
っ
た
の
で
は
な
く
、
神
が
こ
の
世
に
誕
生
さ
せ
た
女
性
が
遊
廓
の
場
で
働
く
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
短
い
が
、
難
解
な
文
句
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
十
五
）
原
文
は
「
其
罪
亦
重
耳
。」（
二
十
四
葉
表
）。「
其
罪
」
と
は
特
定
の
娼
妓
へ

の
愛
慕
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
末
の
「
耳
」
に
関
し
て
、
三

省
堂
『
全
訳   

漢
辞
海
』 （
戸
川
芳
郎
監
修
） 

は 

句
法 

の
②
の
箇
所
で
、 「
肯
定
を

表
す
も
の   

あ
る
表
現
に
対
し
て
肯
定
の
思
い
を
示
す
も
の
で
、
文
末
に
置
か
れ

る
語
気
助
詞
の
「
也
」「
矣
」
に
近
い
。
…
『
…
な
の
で
あ
る
』
と
訳
す
。」（
一
一

三
四
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。
特
に
強
調
し
た
い
と
い
う
語
感
を
有
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

（
二
十
六
）原
文
は「
大
約
六
誡
所
禁
者
行
。
此
所
禁
者
願
。」（
二
十
四
葉
表
）。
前
掲
フ
ェ

ル
ビ
ー
ス
ト
『
敎
要
序
論
』
で
は
第
九
戒
に
関
す
る
箇
所
に
お
い
て
、「
前
第
六
誡
。

原
禁
人
行
邪
淫
之
事
。
此
誡
禁
人
邪
淫
之
願
。」（
十
八
葉
裏
）
と
教
要
解
略
中
の

文
と
同
様
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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（
二
十
七
）
原
文
は
「
彼
此
罪
罰
。
輕
重
相
應
也
。」（
二
十
四
葉
表
）。

訳
者
補
足

 

こ
こ
で
は
第
六
戒
も
含
め
て
第
九
戒
に
つ
い
て
補
い
た
く
思
う
。

　

第
九
戒
は
他
人
の
妻
へ
の
思
い
を
禁
ず
る
。
こ
の
こ
と
で
想
い
起
こ
す

の
は
マ
ッ
テ
ー
オ
・
リ
ッ
チ
の
中
国
伝
道
に
お
け
る
早
期
の
協
力
者
で

あ
っ
た
瞿
汝
夔
、
す
な
わ
ち
瞿
太
素
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
中

国
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
の
大
家
故
矢
沢
利
彦
先
生
に
は
「
マ
ッ
テ
オ
・

リ
ッ
チ
と
瞿
太
素
」（『
埼
玉
大
学
紀
要   
社
会
科
学
編
（
歴
史
学
、
地
理
学
）』

第
八
巻   

一
九
五
九
年
）
と
い
う
高
論
が
あ
る
（
こ
れ
は
後
に
校
訂
さ
れ
て
大

空
社
の
ア
ジ
ア
学
叢
書
33
『
東
西
文
化
交
渉
史
』
の
中
に
収
録
さ
れ
た
）。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、「
瞿
は
名
を
汝
夔
、
号
を
太
素
と
い
い
、
蘇
州
府
常
熟
の
人

で
あ
る
。
か
れ
の
父
瞿
景
淳
は
…
…
翰
林
院
編
を
授
け
ら
れ
、
の
ち
侍
講

に
遷
り
、
累
進
し
て
北
京
吏
部
侍
郎
兼
翰
林
学
士
に
至
っ
た
」（
同
『
東
西

文
化
交
渉
史
、
一
九
九
七
年
、
二
四
〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
瞿
太
素
は
大

官
瞿
景
淳
の
子
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
瞿
太
素
の
郷
里
の
地
方
志
の
一
つ

で
あ
る
『
常
熟
私
志
』
に
は
景
淳
の
子
と
し
て
汝
稷
、
汝
益
、
汝
説
の
三

名
し
か
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
（
同
頁
）。
矢
沢
先
生
は
康
煕
『
常
熟
県
志
』

巻
十
八
の
記
述
を
手
が
か
り
に
、
景
淳
に
は
少
な
く
と
も
五
人
の
息
子
が

い
て
、
太
素
は
第
三
子
或
い
は
第
四
子
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
（
同

頁
）。

　

矢
沢
先
生
に
よ
れ
ば
、
汝
稷
、
汝
益
、
汝
説
の
三
名
は
「
父
に
は
遥
か

に
及
ば
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
と
に
か
く
郷
試
に
合
格
し
た
り
、
合
格
し

な
い
ま
で
も
官
途
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
力
を
も
っ
て
い
た
連
中

で
あ
る
か
ら
、
地
方
志
に
そ
の
伝
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
反
し
て
瞿
汝
夔
は
…
…
途
中
で
ぐ
れ
て
官
界
に
入
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
世
人
の
注
目
に
上
ら
ず
、
結
局
、
そ
の
名
さ
え
伝
え
ら

れ
る
こ
と
な
く
終
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」（
二
四
一
頁
）
と
推
測
さ
れ
る
。

　

台
湾
の
清
華
大
學
歴
史
研
究
所
の
黃
一
農
先
生
は
一
九
九
四
年
に
『
大

陸
雜
誌
』
第
八
十
九
巻
第
五
期
に
「
瞿
汝
夔
（
太
素
）
家
世
與
生
平
考
」

と
い
う
論
文
を
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
瞿
景
淳
の
正
室
李
氏
は

四
人
の
子
を
生
ん
だ
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
夭
殤
し
た
。
景
淳
が
科
挙
に

及
第
し
た
と
き
、
す
で
に
四
十
で
あ
っ
た
の
で
李
氏
は
彼
が
妾
を
持
つ
こ

と
に
積
極
的
に
動
き
、譚
氏
と
殷
氏
が
孺
人
、す
な
わ
ち
妾
と
な
っ
た
（
同

論
文
、八
、十
頁
。
―
訳
者
思
う
に
、李
氏
の
行
為
は
『
明
律
』
巻
第
六
「
戸

律
三
」「
婚
姻
」
の
「
妻
妾
失
序
」
に
あ
る
「
其
民
年
四
十
以
上

0

0

0

0

無
子
者
、

方
許
娶
妾
。
違
者
、
笞
四
十
。」（
前
掲
懷
效
鋒
點
校
『
大
明
律
』、
五
十
八
頁
）

に
拠
る
も
の
で
は
な
い
か
）。
皮
肉
に
も
ほ
ど
な
く
し
て
子
を
生
ん
だ
の

は
李
氏
で
あ
っ
た
。
長
子
汝
稷
で
あ
る
。
前
後
し
て
諸
妾
が
汝
夔
す
な
わ

ち
太
素
、
汝
益
、
汝
説
の
三
子
を
生
ん
だ
。
正
室
の
子
汝
稷
は
同
郷
の
高

官
徐
拭
の
娘
を
娶
っ
た
。
景
淳
が
亡
く
な
り
、汝
稷
は
厳
格
に
喪
を
守
り
、

三
年
の
間
妻
に
近
づ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
間
に
仲
弟
の
汝
夔
は
兄

の
妻
と
関
係
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
八
頁
）。

　

汝
稷
の
妻
が
弟
の
汝
夔
に
近
づ
い
た
ら
し
い
の
だ
が
、
汝
夔
は
汝
稷
に
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よ
っ
て
兄
弟
の
排
行
か
ら
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
九
頁
）。
そ
の
後
、
汝

夔
は
家
を
他
郷
を
流
浪
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
九
頁
）。
実
質
的
に
官
途
に

就
く
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
中
国
知
識
人
の
本
道
を
歩
む
門
が
閉
ざ
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

瞿
太
素
は
リ
ッ
チ
の
教
え
る
と
こ
ろ
の
西
洋
科
学
に
対
し
て
卓
越
し
た

理
解
力
を
示
し
た
。
後
に
徐
光
啓
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
エ
ウ
ク
レ
イ
デ

ス
『
原
論
』
の
部
分
訳
『
幾
何
原
本
』
な
ど
は
瞿
太
素
の
功
に
負
う
と
こ

ろ
が
小
さ
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
矢
沢
先

生
に
よ
れ
ば
、「
瞿
太
素
が
韶
州
に
お
い
て
リ
ッ
チ
か
ら
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド

幾
何
学
を
学
ん
だ
の
は
…
…
一
五
八
九
年
か
ら
翌
一
五
九
〇
年
に
か
け
て

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
か
れ
は
リ
ッ
チ
の
も
っ
て
い
る
書
物
か
ら
図

形
を
写
し
、
リ
ッ
チ
の
講
義
を
書
き
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ー
ク

リ
ッ
ド
幾
何
学
…
…
の
第
一
巻
の
翻
訳
を
一
応
終
え
て
い
た
も
の
と
見
え

る
。『
天
学
初
函
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
幾
何
原
本
』
…
…
の
完

成
に
は
右
の
瞿
太
素
の
訳
も
参
考
に
供
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。」（
前
掲
書
、

二
七
八
頁
）
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
彼
は
中
国
科
学
史
上
、

特
筆
大
書
す
べ
き
業
績
を
残
し
た
こ
と
に
な
る
。
彼
が
仕
官
の
道
を
許
さ

れ
士
大
夫
と
し
て
の
本
道
を
歩
む
中
で
リ
ッ
チ
に
出
会
っ
て
い
た
と
す
れ

ば
、
リ
ッ
チ
は
『
幾
何
原
文
』
の
中
で
こ
の
こ
と
を
言
及
す
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
は
な
い
か
。
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

　

第
九
戒
は
伝
統
中
国
の
名
教
の
思
想
と
適
合
し
共
鳴
し
合
う
の
で
は
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
家
族
制
度
の
も
と
で
は
同
じ
敷
地
内
に
肉
親
の
複

数
の
家
族
が
共
同
で
生
活
す
る
。
兄
弟
の
妻
へ
の
思
い
を
め
ぐ
っ
て
さ
ざ

波
が
立
つ
可
能
性
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
名
教
に
よ
っ
て
一
た

び
弾
劾
さ
れ
た
な
ら
ば
、
士
大
夫
と
し
て
生
き
る
道
を
奪
わ
れ
る
。
第
九

戒
は
そ
の
よ
う
な
彼
ら
を
再
起
さ
せ
、
名
教
の
世
界
で
生
き
抜
く
道
を
与

え
得
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
単
な
る
適
合
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は

意
味
の
あ
る
こ
と
に
は
思
え
な
い
。
と
い
う
の
も
、
瞿
太
素
の
不
義
を
発

見
し
た
人
物
は
汝
稷
の
母
で
あ
っ
た
よ
う
だ
（
前
掲
『
大
陸
雜
誌
』、
九
頁
）。

諸
橋
轍
次
『
支
那
の
家
族
制
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
四
〇
年
）「
婚
姻
篇
」

第
八
節
「
附   

婦
人
の
地
位
」
に
よ
れ
ば
、「
嫡
妻
卽
主
婦
は
一
人
で
あ
っ

て
、
他
は
妾
と
し
て
之
に
隷
属
す
る
の
で
あ
る
。」（
六
十
七
頁
）
と
あ
る

か
ら
、
庶
子
の
太
素
は
嫡
子
の
汝
稷
に
対
し
て
弱
い
立
場
に
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
五
味
知
子
「『
誣
姦
』
の
意
味
す
る
も
の
―
明
淸
時
代
の
判
牘
・

官
箴
書
の
記
述
か
ら
―
」（『
東
洋
史
硏
究
』第
七
十
卷
、第
四
號
、二
〇
一
二
年
）

に
よ
れ
ば
、
明
清
期
の
裁
判
に
お
い
て
見
ら
れ
た
誣
告
の
中
に
「
確
か
な

根
據
も
な
く
、
あ
る
い
は
事
實
を
歪
め
て
な
さ
れ
た
姦
通
な
ど
の
性
的
な

行
動
に
對
す
る
訴
え
、
あ
る
い
は
中
傷
」（
二
頁
）
を
意
味
す
る
「
誣
姦
」

が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
黃
一
農
氏
の
論
文
（
九
頁
）
に
引
く
汝
稷
の
「
荅

徐
司
空
書
」
に
は
「
此
事
先
毋

0

0

所0

發
訟
于
理

0

0

0

0

傳
于
鄕
久
矣
」（『
瞿
冏
鄕
集
』

巻
十
二
、
二
十
三
葉
裏
）
と
あ
る
か
ら
、
李
氏
に
よ
っ
て
暴
か
れ
た
兄
の
妻

と
瞿
太
素
の
関
係
は
裁
判
に
付
さ
れ
郷
里
に
広
く
知
れ
渡
っ
た
も
の
で
は

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
真
相
は
知
る
べ
く
も
な
い
。
確
か
な
こ
と
は
嫡
母

の
言
葉
の
持
つ
重
み
は
絶
大
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

も
し
長
子
が
庶
子
で
、
次
子
が
嫡
子
で
あ
っ
て
、
次
子
が
長
子
の
妻
と
の

関
係
を
有
し
た
と
し
て
、
嫡
母
は
果
た
し
て
事
件
を
明
る
み
に
出
し
た
で
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あ
ろ
う
か
。
妻
と
妾
の
身
分
差
が
嫡
子
と
庶
子
の
人
格
の
不
平
等
と
い
う

形
に
反
映
し
、
庶
子
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
、
名
教
秩
序
の
中
で
不

当
な
待
遇
を
強
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
第
九
戒
が
そ
の
よ

う
な
不
公
正
な
社
会
的
制
裁
を
肯
定
し
助
長
す
る
よ
う
に
働
か
な
か
っ
た

と
は
言
い
き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
臆
測
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

明
清
期
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
婚
姻
に
関
す
る
制
度
、
倫
理
の
問
題
を
取
り

扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
林
中
澤
『
晩
明
中
西
倫
理
的
相
遇
』（
広

東
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
と
安
延
苑
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
婚
姻
問

題
』（
教
文
館
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
教
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
大
で
あ
っ
た
。
前
者
は
リ
ッ
チ
の
『
天
主
実
義
』
と
パ
ン
ト
ー
ハ
の

『
七
克
』
を
分
析
の
対
象
に
し
て
い
て
興
味
深
か
っ
た
。
ま
た
、
後
者
は

伝
統
中
国
に
お
い
て
正
式
に
制
度
化
さ
れ
た
妾
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
洗
礼
の

問
題
を
取
り
上
げ
て
お
り
、「
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
に
お
い
て
、
宣
教
地

の
文
化
や
風
習
を
尊
重
し
、
そ
の
文
化
に
内
在
す
る
価
値
と
キ
リ
ス
ト
教

と
の
統
合
を
重
要
視
す
る
方
法
論
」（
川
村
信
三
「
順
応
政
策
」『
岩
波
キ
リ

ス
ト
教
辞
典
』、
五
五
五
頁
）
で
あ
る
と
こ
ろ
のʻAccom

odatioʼ
の
立
場

に
立
っ
た
中
国
イ
エ
ズ
ス
会
の
具
体
的
な
対
応
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
蒙

を
啓
か
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。

　

第
六
戒
と
第
九
戒
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
は
『
晩
明
中
世
倫
理
的
相

過
』
が
分
析
対
象
の
一
つ
と
し
た
『
七
克
』
巻
之
六
「
坊
淫
」
が
具
体
的

に
体
系
的
に
詳
述
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
の
一
節
に
以
下
の
よ
う
に
あ

る
。

　
　

 

天
主
表
我
于

0

0

0

0

0

萬0

物
之
上

0

0

0

。
賜
我
理
性

0

0

0

0

。
付
我
本
心
之
權
衡
。
令
自
能

0

0

0

伏
形
欲

0

0

0

。
循
善
。
避
惡
。
事
上
帝
建
功
德
。
以
ポ
美
報
。
乃
反
據
其

0

0

0

0

本
性
靈
明

0

0

0

0

。
用
以
縱
欲
而
犯
命

0

0

0

0

0

0

0

だ0

上
帝

0

0

所0

賜
直
性
不
悉
悖
乎

0

0

0

0

0

0

0

。
萬
方

萬
古
。
一
切
賢
聖
教
訓
。
帝
王
法
令
。
無
非
削
揉
其
曲
。
令
歸
本
直

也
。
だ
教
訓
法
令
。
必
也
合
天
主
生
人
之
原
規
。
乃
善
美
。
否
。
則

醜
惡
矣
。（
前
掲
蓬
左
文
庫
所
蔵
『
天
學
初
函
』
所
収
『
七
克   

三
』、
二

十
一
葉
裏
―
二
十
二
葉
表
）。

こ
こ
に
は
原
罪
の
説
明
が
見
事
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う「
理
性
」

はʻratioʼ

の
漢
訳
語
な
の
か
否
か
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
神
に
よ
っ
て

被
造
時
に
人
間
に
与
え
ら
れ
、原
罪
以
後
も
人
間
の
自
然
本
性
（natura

）

の
中
に
残
さ
れ
た
と
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
捉
え
る
道
徳
能
力
を
指
し
て
い
る

の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
間
は
欲
望
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
本
来

有
し
て
い
た
道
徳
本
性
が
歪
め
ら
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
欲
望
の
中

核
に
は
情
欲
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
が
道
徳
能
力
の
回

復
に
つ
な
が
る
。
従
っ
て
、
道
徳
至
上
主
義
に
立
つ
中
国
の
士
大
夫
は
正

面
か
ら
情
欲
の
問
題
に
立
ち
向
か
い
、
こ
れ
を
解
決
す
る
こ
と
が
喫
緊
の

課
題
と
な
る
。
中
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
士
人
は
第
九
戒
を
そ
の
よ
う
な
士
大

夫
の
道
徳
本
性
回
復
の
方
途
と
し
て
受
容
し
、
こ
れ
を
実
践
し
て
行
っ
た

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
（
続
）。


